
（写真）500 年の伝統を誇る念仏寺・陀々堂
　　　　（大津町）の鬼はしり

ううううううじじじ うじじじじじじじじじじょょょょょょょょょうううううううほほほほほううううううううごごごごごごごごうううななななががががががるるるるるるるる こここここここここうううううううううつつみみみみみみみんんんんんんんんんななななななととととととつつつつつつつつつななみみみみみみ ななな なななななながががががる。 うほほほほう う。

２
No

.820
 2017

みんなとつながる。こうほうごじょう。

広報五條広報五條

+ 目 次 +

…… ３３３

……………… ５５

…　１４

………………１５

………………１６

……………１８

……………２０

平成29年五條市成人式

ごじょうフォトニュース

くらしのメモ

地域包括ケアシステム

こそだてひろば

カルムのひろば

国際交流・図書館

おしらせ・イベント



Gojo Photo News
ごじょうフォトニュース

地
域
や
家
族
に
感
謝
を
忘
れ

ず
、
人
と
の
出
会
い
か
ら
成

長
し
て
い
き
た
い
で
す
。

夢
に
向
か
っ
て
、
残
り
の

学
生
生
活
を
邁
進
し
て
い

き
ま
す
。

　

私
は
人
の
思
い
に
寄
り
添
い
、

そ
の
思
い
を
誰
か
に
伝
え
る
仕
事

に
就
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

幼
い
頃
か
ら
の
夢
を
仕
事
に
し
、

任
さ
れ
た
役
割
を
果
た
し
て
い
き

た
い
で
す
。
同
時
に
、
い
き
い
き

と
仕
事
と
家
事
、
育
児
を
両
立
し

な
が
ら
も
、
た
く
ま
し
く
、
か
っ

こ
い
い
大
人
の
オ
ン
ナ
に
な
り
た

い
、
そ
う
思
い
ま
す
。
大
学
生
に

な
り
、
活
動
範
囲
が
広
が
る
に
つ

れ
、
母
の
偉
大
さ
を
痛
感
し
ま
し

た
。
や
っ
ぱ
り
母
の
よ
う
な
お
母

さ
ん
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

意
見
発
表
が
決
ま
っ
て
以
来
、

「
成
人
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

考
え
、
２
つ
の
目
標
を
立
て
ま
し

た
。
１
つ
目
は
家
族
を
は
じ
め
、

周
囲
の
人
々
の
支
え
に
感
謝
の
心

を
持
つ
こ
と
で
す
。
２
つ
目
は
人

と
の
出
会
い
、
ご
縁
を
大
切
に
す

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
は
大
学

で
法
律
を
学
ぶ
う
ち
に
、
多
く
の

事
柄
に
責
任
が
伴
っ
て
い
く
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
法
律
を
守
る
自

覚
の
あ
る
社
会
人
に
な
り
、
お
世

話
に
な
っ
た
人
々
や
地
域
に
恩
返

し
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
ま
す
。

太
田
市
長
か
ら

新
成
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

新成人を代表してハタチの決意を発表したみなさん

　

大
人
と
し
て
の
責
任
と
誇
り
を
持
っ
て
人
生
を
歩
み
始
め
る
新

成
人
を
祝
う
五
條
市
成
人
式
を
１
月
８
日
に
市
民
会
館
で
開
催
し

ま
し
た
。
五
條
市
で
は
、
今
年
２
９
８
人
が
成
人
を
迎
え
、
会
場

に
は
２
６
１
人
が
集
い
ま
し
た
。
式
典
で
は
参
加
者
を
代
表
し
て

２
人
が
将
来
の
目
標
や
家
族
へ
の
感
謝
な
ど
を
述
べ
、
立
派
な
大

人
に
な
ろ
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

成
人
を
迎
え
た
皆
さ
ん
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日
の
よ

き
日
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
新
成

人
の
皆
さ
ん
に
２
つ
の
お
願
い
が

あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
今
ま
で
支

え
て
く
れ
た
家
族
や
友
人
、
地
域

の
人
々
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

な
い
こ
と
で
す
。
家
に
帰
っ
た
ら

五條市長　太田好紀

家
族
に
あ
り
が
と
う
と
言
え
る
人

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

次
に
、
目
標
を
持
つ
こ
と
で
す
。

現
在
学
生
の
人
も
社
会
人
で
あ
る

人
も
、
今
後
前
向
き
に
歩
い
て
い

く
た
め
に
大
変
大
事
で
す
。目
標
を
、

そ
し
て
夢
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。

感
謝
と
目
標
、
夢
を
忘
れ
ず
人
生

を
歩
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

五
條
市
は
今
年
、
市
制
60
周
年

の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。
将
来

の
五
條
市
を
背
負
っ
て
い
く
次
の

世
代
を
担
う
の
は
あ
な
た
た
ち
で

す
。
今
日
の
成
人
式
を
契
機
と
し

て
皆
さ
ん
が
更
に
成
長
す
る
こ
と

を
祈
念
し
て
い
ま
す
。　

五
條
市
成
人
式

平
成
29
年

２
９
８
人
の
門
出
を
祝
っ
て

小
藪
良
平
さ
ん

吉
原
智
美
さ
ん

２ごじょうフォトニュース
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12/25
冬
の
夜
空
を
彩
る
花
火

五
條
な
ん
ゆ
う
祭

２
０
１
６
開
催

　
「
五
條
市
か
ら
笑
顔
の
花
を
咲

か
せ
た
い
、
そ
し
て
未
来
に
元
気

を
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
五
條
な

ん
ゆ
う
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
五
條
高
校
の
学

生
に
よ
る
音
楽
ス
テ
ー
ジ
や
ゆ
る

キ
ャ
ラ
シ
ョ
ー
、
た
く
さ
ん
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
音
楽
ラ
イ

ブ
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ブ
ー
ス
エ
リ
ア
で
は
街
の
ヒ
ー

ロ
ー
展
と
題
し
、
パ
ト
カ
ー
、
消

１/11
五
條
市
図
書
館
協
力
会

市
内
各
小
中
学
校
に

  

優
良
図
書
を
寄
贈

　

市
立
図
書
館
の
運
営
と
事
業
に

協
力
し
て
い
る
図
書
館
協
力
会
か

ら
、「
子
ど
も
た
ち
に
た
く
さ
ん

本
を
読
ん
で
ほ
し
い
。」
と
の
趣

旨
で
、
市
内
各
小
中
学
校
に
80
冊

を
超
え
る
図
書
（
14
万
円
相
当
）

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
寄
贈
さ
れ

た
図
書
は
、
子
ど
も
た
ち
の
よ
り

一
層
活
発
な
読
書
活
動
に
向
け
て

活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
長
年
図
書
館
活
動
の
推

進
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
図
書
館

協
力
会
は
今
年
度
で
休
会
と
な
り

ま
す
。

防
車
、
自
衛
隊
の
ジ
ー
プ
、
ゆ
る

キ
ャ
ラ
で
ラ
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
た
バ

ス
が
展
示
さ
れ
、
子
ど
も
達
が
集

ま
っ
て
乗
車
体
験
な
ど
を
楽
し
ん

だ
ほ
か
、
県
内
外
か
ら
９
市
町
村

が
観
光
Ｐ
Ｒ
や
様
々
な
特
産
物
の

販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は
３
０
０
発
の

花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
て
冬
の
夜

空
を
彩
り
、
観
客
か
ら
歓
声
が
上

が
り
ま
し
た
。

イベントのオープニングを盛り上げてくれた五條高校の皆さん

普段乗ることができない車両に子ども達は大喜び。会場間近で打ち上げた花火

五
條
市
は
10
月
15
日
に

　

市
制
60
周
年
を
迎
え
ま
す

■
ロ
ゴ
マ
ー
ク

　

岡
茂
広
さ
ん
（
田
園
在
住
）
の

作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

漢
数
字
「
六
十
」
を
オ
ブ
ジ
ェ

ク
ト
化
し
て
、
豊
か
な
自
然
と
文

化
を
意
味
づ
け
し
た
マ
ー
ク
と
し

ま
し
た
。
赤
の
〈
太
陽
〉、
水
色
の

〈
吉
野
川
〉、
収
穫
・
実
り
の
〈
黄
〉、

歴
史
と
文
化
の〈
モ
ス
グ
リ
ー
ン
〉、

未
来
へ
の
成
長
を
期
す
〈
み
ど
り
〉

が
そ
の
意
味
付
け
で
す
。

■
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

　
「
輝
く
未
来
へ
、
と
も
に
進
も

う
！
」
村
井
仁
さ
ん
（
市
職
員
）

の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

※

ロ
ゴ
マ
ー
ク
・
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

は
、
五
條
市
だ
け
で
な
く
、
個

人
・
企
業
で
利
用
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
、
五
條
市

の
P
R
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い

（
使
用
料
は
無
料
で
す
）。

※

利
用
の
際
に
は
、
申
請
書
の
提

出
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
五

條
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

企
画
政
策
課

　
（
内
線
２
０
６
）

60
周
年
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
と
、

　

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
が

　
　

選
定
さ
れ
ま
し
た

12/26
　

節
目
の
年
を
迎
え
、
市
民
一
人

ひ
と
り
が
想
い
を
結
集
し
、
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
、
ま
た

全
国
に
五
條
市
を
Ｐ
Ｒ
し
、
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
機
運
を
高
め

る
た
め
、
五
條
市
は
60
周
年
記
念

事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
お
よ
び
キ
ャ

ッ
チ
コ
ピ
ー
は
、
市
内
に
在
住
ま

た
は
市
内
に
勤
務
・
通
学
し
て
い

る
皆
さ
ん
か
ら
公
募
し
、
選
考
委

員
会
に
お
い
て
選
定
さ
れ
た
も
の

で
す
。

印刷の都合で 2色です。表紙をご覧ください。

贈
呈
式
で
図
書
館
協
力
会
の
皆
さ
ん
と

堀
内
教
育
長
ら
。

３ Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１
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田
倫
久
さ
ん

全
国
老
人
ク
ラ
ブ

 

連
合
会
会
長
表
彰

　

受
賞
を
報
告

　

五
條
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
前

会
長
、
前
奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
前
監
事
な
ど
を
務
め
た　

田

倫
久
さ
ん
が
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
育
成
功
労
表
彰
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
老
人
ク
ラ
ブ
で

の
育
成
指
導
と
、
活
動
の
推
進
を

行
っ
た
功
績
が
評
価
さ
れ
た
も
の

で
、
市
役
所
を
訪
れ
太
田
市
長
に

受
賞
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

太
田
市
長
は
「
活
動
の
成
果
が

認
め
ら
れ
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。」
と
祝
福
し
ま
し
た
。

表彰状を持つ　田氏と太田市長

１/14
訓
練
の
成
果
を
発
揮

五
條
市
消
防
出
初
式

　

新
春
恒
例
の
五
條
市
消
防
出
初

式
が
シ
ダ
ー
ア
リ
ー
ナ
お
よ
び
上

野
公
園
で
開
催
さ
れ
、
消
防
団
員

や
関
係
機
関
約
５
６
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

市
民
ら
が
見
守
る
中
、
優
良
消

防
団
員
の
表
彰
や
、
消
防
車
両
に

よ
る
一
斉
放
水
演
習
な
ど
を
実
施
。

関
係
者
は
市
民
の
安
心
・
安
全
を

守
る
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

12/26
五
條
小
学
校
学
校
運
営
協
議
会

文
部
科
学
大
臣
表
彰

　

受
賞
を
報
告

　

五
條
小
学
校
の
地
域
連
携
の
取

組
が
「
地
域
学
校
協
働
活
動
」
推

進
に
係
わ
る
文
部
科
学
大
臣
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
地
域
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、
熱
心
な
P
T
A

活
動
を
行
う
保
護
者
ら
の
、
地
域

と
学
校
の
連
携
と
協
働
が
評
価
さ

れ
た
も
の
で
、
芝
田
瑞
也
校
長
と

同
小
学
校
運
営
協
議
会
の
藪
内
義

雄
会
長
、
五
條
小
学
校
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
で
あ
る
五
夢
り
ん
が
、
太

田
市
長
に
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。

左から堀内教育長、芝田校長、藪内会長、太田市長、五夢りん

12/22
辻
内
さ
え
子
氏
・
下
村
房
夫
氏

公
平
委
員
会
表
彰

　

受
賞
を
報
告

　

公
平
委
員
と
し
て
長
年
の
功
績

に
対
し
、
３
期
委
員
を
務
め
、
現

委
員
の
辻
内
さ
え
子
氏
に
総
務
大

臣
表
彰
が
、
ま
た
２
期
委
員
を
務

め
、
前
委
員
長
の
下
村
房
夫
氏
に

全
国
公
平
委
員
会
連
合
会
表
彰
が
、

贈
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
し
た
２
人

が
市
役
所
を
訪
れ
、
太
田
市
長
に

受
賞
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

太
田
市
長
は
「
長
年
い
ろ
い
ろ

な
形
で
苦
労
し
て
い
た
だ
い
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と

祝
福
し
ま
し
た
。

写
真
左
か
ら
辻
内
氏
、
太
田
市
長
、
下
村
氏

12/21
桜
街
道
を
目
指
し
て

阿
太
小
学
校
児
童
が

　

桜
の
苗
木
を
植
樹

　

阿
太
小
学
校
の
児
童
47
人
が
、

学
校
近
く
の
「
ふ
る
さ
と
農
道
」

の
両
側
約
２
０
０
ｍ
に
、
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
の
苗
木
を
植
え
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
事
業
で
、

今
回
約
１
０
０
本
、
３
月
に
も
約

１
０
０
本
を
植
樹
し
、将
来
は
「
桜

街
道
」
が
で
き
る
計
画
と
な
っ
て

い
ま
す
。
植
樹
に
先
駆
け
て
児
童

代
表
の
菊
森
実
来
さ
ん
（
同
小
６

年
）
は
「
私
た
ち
も
桜
に
負
け
ず
、

元
気
に
成
長
し
た
い
。
一
緒
に
桜

街
道
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

地元の人たちと協力して植樹

消防車両による一斉放水

4ごじょうフォトニュース・くらしのメモ



古紙・
ビン回収

その他の
燃えないごみ

食料品のビン等

汚れたビン、
薬品のビン等

水道局からおしらせ

　

今
ま
で
は
封
筒
で
郵
送
し
て
い

ま
し
た
が
、
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
、

圧
着
ハ
ガ
キ
郵
送
に
な
り
ま
す
。

※

オ
モ
テ
・
ウ
ラ
の
２
回
開
け
て

か
ら
、
金
融
機
関
・
コ
ン
ビ
ニ

で
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

※

口
座
振
替
納
付
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

　

水
道
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活

に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
で
す
。
本
市
に
お
い
て
も
他
市
町

村
と
同
様
に
水
道
施
設
の
老
朽
化
が

進
ん
で
お
り
、
安
心
・
安
全
な
水
道

水
の
供
給
が
持
続
で
き
る
よ
う
、
水

道
事
業
の
安
定
的
な
財
政
基
盤
の
構

築
を
進
め
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

経
営
の
安
定
化
を
図
り
、
持
続
可

能
な
水
道
事
業
の
実
現
を
目
指
し
、

経
営
基
盤
を
強
化
す
る
た
め
、
以
下

の
よ
う
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
安
心
安
全
な
水
道
水
を
持

続
的
に
供
給
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
先　

水
道
局
（
内
線
３
２
０
）

２
月
に
送
付
す
る
分
か
ら

 

上
下
水
道
料
金
の
納
付
書

　
（
請
求
書
）
が
変
わ
り
ま
す

■
問
合
先　

水
道
局（
内
線
３
２
０
）

五
條
市
上
水
道
料
金
の
見
直
し
と
、

簡
易
水
道
事
業
等
の
上
水
道
事
業
へ
の
統
合
に
つ
い
て

　

や
ま
と
広
域
環
境
衛
生
事
務
組

合
が
建
設
し
て
い
る
新
ご
み
処
理

施
設
（
４
月
操
業
開
始
）
の
名
称

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
２
４
２
点

の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
次

の
名
称
に
決
定
し
ま
し
た
。

■
施
設
名
称
『
や
ま
と
ク
リ
ー
ン

パ
ー
ク
』

■
採
用
者　

赤
羽
和
親
様
（
神
奈

川
県
在
住
）

新
ご
み
処
理
施
設
の

　

名
称
が
決
定
し
ま
し
た
!!

　

リ
サ
イ
ク
ル
類
の
指
定
袋
に
ビ

ン
が
入
っ
て
い
る
と
、
収
集
車
の

中
で
割
れ
て
分
別
が
困
難
に
な
っ

て
し
ま
う
た
め
、
ビ
ン
を
入
れ
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ビ
ン
は
、各
地
区
で
月
２
回
行
っ

て
い
る
『
古
紙
・
ビ
ン
回
収
』
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。
透
明
ま
た
は

半
透
明
の
中
身
が
見
え
る
袋
で
出

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
汚
れ
の
と
れ
な
い
ビ
ン
、

薬
品
の
ビ
ン
等
は
『
そ
の
他
の
燃

え
な
い
ご
み
』
の
日
に
指
定
袋
に

入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

み
ど
り
園
だ
よ
り

リ
サ
イ
ク
ル
類
の
袋
に

　

ビ
ン
を
入
れ
な
い
で

　
　

く
だ
さ
い

■
問
合
先　

み
ど
り
園

☎
２
４
・
４
１
１
１

■
４
月
か
ら
の
ゴ
ミ
の
分
別
は…

　

４
月
か
ら
燃
え
る
ご
み
は
新
ご

み
処
理
施
設
（
や
ま
と
ク
リ
ー
ン

パ
ー
ク
）
で
焼
却
し
ま
す
が
、
ご

み
の
収
集
・
分
別
に
つ
い
て
は
今

ま
で
ど
お
り
で
す
。

※

み
ど
り
園
へ
直
接
持
ち
込
み
は

９
時
〜
11
時
50
分
、
13
時
〜
16

時
で
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

■
ご
み
集
積
場
に
補
助
金

　

ゴ
ミ
集
積
場
の
設
置
・
修
繕
は
、

規
模
に
応
じ
補
助
金
が
交
付
さ
れ

ま
す
。
工
事
前
に
み
ど
り
園
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

ビンをごみに出す方法
みどり園だより

①
五
條
市
水
道
料
金
等
審
議
会
の
実
施

　

安
心
安
全
な
水
道
水
を
供
給
し
続

け
る
た
め
の
事
業
計
画
を
立
て
、
安

定
的
な
経
営
が
行
え
る
よ
う
、
水
道

料
金
制
度
の
見
直
し
を
目
的
と
し
た

審
議
会
を
設
立
し
、
検
討
を
行
っ
て

い
ま
す
。

②
簡
易
水
道
事
業
等
の

　

上
水
道
事
業
へ
の
統
合

　

国
の
補
助
金
制
度
の
改
正
を
受
け
、

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
簡
易
水
道

事
業
等
が
上
水
道
事
業
に
統
合
し
ま

す
。

　

統
合
に
よ
り
、
五
條
市
水
道
事
業

と
市
直
営
の
簡
易
水
道
事
業
等
と
の

負
担
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
水
道

料
金
は
現
在
の
上
水
道
料
金
に
統
一

さ
れ
ま
す
。（
上
水
道
料
金
に
つ
い

て
は
五
條
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。）

　

現
在
、地
元
の
水
道
組
合
で
管
理
・

運
営
し
て
い
る
簡
易
水
道
事
業
等
は
、

今
後
、
五
條
市
水
道
局
で
の
直
営
に

向
け
て
施
設
整
備
を
行
う
予
定
で
す
。
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「
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
」

「
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
」

　

平
成
29
年
１
月
１
日
現
在
で
五

條
市
に
居
住
し
て
お
り
、
平
成
28

年
中
に
所
得
が
あ
っ
た
人
で
、
次

に
該
当
す
る
場
合
は
市
民
税
・
県

民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。
（
昨

年
度
申
告
を
し
た
人
に
、
２
月
上

旬
に
申
告
書
を
発
送
し
ま
す
。
）

▼
事
業
所
得
が
あ
っ
た
人
（
営
業
等
・

農
業
・
不
動
産
所
得
な
ど
の
所
得
が

あ
っ
た
人
）

▼
給
与
所
得
が
あ
っ
た
人
で
、
給
与
所

得
以
外
の
所
得
（
営
業
等
、
農
業
、

不
動
産
、
年
金
、
雑
所
得
）
が
あ
っ

た
人

▼
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
で
、

医
療
費
、
社
会
保
険
料
、
扶
養
な
ど

の
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

▼
収
入
が
無
か
っ
た
人
で
、
扶
養
に
入

っ
て
い
な
い
人

※

税
務
署
に
確
定
申
告
を
す
る
人
は
、

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
は
不
要
で

す
。

▼
事
業
所
得
（
営
業
等
・

農
業
）
・
不
動
産
・
一
時

所
得
が
あ
る
人

  
（
平
成
28
年
中
の
「
所
得
金

額
の
合
計
額
」
か
ら
「
基
礎

控
除
そ
の
他
の
所
得
控
除
の

合
計
額
」
を
差
し
引
き
、
そ

の
金
額
に
基
づ
い
て
計
算
し

た
税
額
か
ら
「
配
当
控
除

額
」
な
ど
を
差
し
引
い
て
残

額
の
あ
る
人
）

▼
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
・
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の

給
与
所
得
者
で
次
に
当
て

は
ま
る
人

①
給
与
収
入
が
２
０
０
０
万
円

を
超
え
る
人

②
年
末
調
整
さ
れ
た
給
与
所
得

や
退
職
所
得
以
外
の
各
種
所

得
合
計
金
額
が
20
万
円
を
超

え
る
人

▼
公
的
年
金
受
給
者
で
次

に
当
て
は
ま
る
人

①
公
的
年
金
に
係
る
雑
所
得
以

外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
を

超
え
る
人

②
公
的
年
金
受
給
者
で
医
療
費
、

社
会
保
険
料
、
扶
養
な
ど
の

控
除
に
よ
る
所
得
税
の
還
付

を
受
け
る
人

※

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額

（
２
か
所
以
上
あ
る
場
合
は

そ
の
合
計
額
）
が
４
０
０
万

円
以
下
か
つ
、
公
的
年
金
等

に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得

金
額
が
20
万
円
以
下
の
場
合
、

所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
提

出
は
不
要
で
す
。
た
だ
し
、

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

市
民
税
・
県
民
税
の

　

申
告
が
必
要
な
人

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
人

■
問
合
先

▼
葛
城
税
務
署

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
２
７
２
１

▼
税
務
課
市
民
税
係

　
（
内
線
２
５
６
・
２
９
８
）

正
し
く
、

お
早
め
に
！

税金

内 容 受付期間 時 間 場 所 そ の 他 

 
 

 
  

 
 

 

 

 

 

 
  

 
 

 

 
※受付16時まで

地区相談会
税理士による相談
※営業、農業、不動
産所得のある人。
給与所得者、年金
所得者の還付申告
や住宅ローン、医
療費控除等も対応。

所得税及び復興
特別所得税の確
定申告

3月2日（木）、
      3日（金）

 

（土・日曜日は除く） 

※不動産、株式を売却した場合の譲渡所得（分離課税）、贈与税、相続税の相談は税務署でのみ受け付けます。
※相談者が多い場合は受付を早めに終了することがあります。
※申告期間中、作成済みの申告書は市役所税務課、西吉野支所、大塔支所から税務署に提出できます。急ぎの場合や税務署の受
付印が必要な場合は、直接税務署に提出してください。

※閉庁日のうち、２月 19日（日）および２月 26日（日）に限り、奈良税務署・葛城税務署合同の確定申告会場を奈良税務署で
開設します。　（葛城税務署では会場を設けていません）

税務署での申告
（土・日曜日は除く）

2月16日（木）～
3月15日（水）

９時～ 17時
葛城税務署

窓口が混雑し長時間お待たせ
する場合があります。あらか
じめご了承ください。

市役所税務課
職員による相談

3月6日（月）
～15日（水）

▼相談時間
　9時30分～正午

　13時～16時

▼受付時間
　9時～11時30分

　12時30分 

　～15時30分

市民会館３階

※不動産、株式を売却した
場合の譲渡所得（分離課
税）、贈与税、相続税の
相談は行いません。
※相談者が多い場合は受付
を早めに終了することが
あります。
※作成済みの申告書は市役
所税務課、西吉野支所、
大塔支所に提出できます。
急ぎの場合や税務署の受
付印が必要な場合は、直
接税務署に提出してくだ
さい。

市民税・県民税の申告の受付 3月15日（水）まで ８時 30分
～ 17時 15分

市役所税務課
西吉野支所
大塔支所

（土・日曜日は除く） 

6くらしのメモ



「
所
得
税
及
び

 

復
興
特
別
所
得
税
」

「
市
民
税
・
県
民
税
」

①
申
告
書
（
所
得
税
及
び
復
興
特

別
所
得
税
、
市
民
税
・
県
民
税
）、

収
支
内
訳
書
（
営
業
・
農
業
・

不
動
産
所
得
が
あ
る
人
）、
印

鑑
、
申
告
者
本
人
の
金
融
機
関

の
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の

（
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得

税
の
納
付
お
よ
び
還
付
を
口
座

振
替
等
で
行
う
場
合
）

②
前
回
（
平
成
27
年
中
所
得
）
の

申
告
書
の
控
え

③
収
入
お
よ
び
必
要
経
費
が
わ
か

る
書
類

  〈
給
与
所
得
者
〉
勤
務
先
か
ら
の

源
泉
徴
収
票

  〈
年
金
受
給
者
〉
日
本
年
金
機
構

な
ど
か
ら
の
源
泉
徴
収
票

  〈
営
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得
者
〉

収
入
や
必
要
経
費
が
わ
か
る
帳

簿
（
収
支
内
訳
書
に
転
記
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。）

④
社
会
保
険
料
の
支
払
額
を
確
認

で
き
る
書
類

■
営
業
、
農
業
、
不
動
産
所
得
が
あ
る
人
は
、
事
前
に
年
間

の
収
入
や
必
要
経
費
な
ど
を
整
理
し
、
収
支
内
訳
書
に
記

入
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
、

国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書

等
⑤
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書

　

一
般
生
命
保
険
料
、
個
人
年
金

生
命
保
険
料
、
介
護
医
療
保
険
料

⑥
地
震
保
険
料
控
除
証
明
書

※

平
成
18
年
12
月
31
日
ま
で
に
締

結
し
た
長
期
損
害
保
険
は
従
前

の
損
害
保
険
料
控
除
を
適
用

⑦
扶
養
す
る
親
族
に
収
入
が
あ
る

場
合
、
そ
の
収
入
が
わ
か
る
資

料
（
源
泉
徴
収
票
等
）

⑧
医
療
費
控
除
を
申
告
す
る
場
合

▼
医
療
機
関
等
の
領
収
書
（
平
成

28
年
中
の
領
収
印
が
あ
る
も
の

で
、
整
理
し
合
計
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。）

▼
保
険
組
合
や
保
険
会
社
か
ら
補

て
ん
金
が
あ
る
場
合
、
そ
の
金

額
が
わ
か
る
も
の

▼
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所

得
税

▼
贈
与
税

　

 

平
成
28
年
分
の
確
定
申
告
と

納
税
の
期
限

　

３
月
15
日
（
水
）

 税 目 振替納税以外 振替納税 

【納期限】 

 ３月１5日（水） 

【振替期日】 

 ４月２０日（木） 

消費税及び  
地方消費税 
（個 人）

【納期限】 

 ３月３１日（金） 
【振替期日】 

 ４月２5日（火） 

確
定
申
告
の
相
談
会
場
の

   

混
雑
緩
和
に
ご
協
力
を

申
告
に

必
要
な
も
の

申
告
・

納
税
の
期
限

▼納付期限

税金

所得税及び
復興特別所得税

■
確
定
申
告
書
の
作
成
は
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
！

　

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

（https://w
w
w
.nta.go.jp

）
で
申
告
書
を
作
成
し
、
郵

送
等
で
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
の

 
記
載
・
提
示
が
必
要
に
な
り
ま
す

　

平
成
28
年
分
の
確
定
申
告
書
お
よ
び
平
成
29
年

度
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
書
に
は
、
本
人
お
よ

び
扶
養
親
族
の
「
個
人
番
号
」
の
記
載
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
ま
た
「
個
人
番
号
」
を
記
載
し
た
申

告
書
を
提
出
す
る
際
は
、
申
告
す
る
本
人
の
番
号

確
認
書
類
お
よ
び
身
元
確
認
書
類
の
提
示
、
ま
た

は
写
し
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※

代
理
人
が
申
告
書
を
提
出
す
る
場
合
、
委
任
状

や
代
理
人
の
身
元
確
認
書
類
等
が
必
要
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
請
・
問
合
先　

税
務
課

（
内
線
２
５
６
・
２
９
８
）

確
定
申
告
、
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
に

■
不
動
産
（
土
地
・
建
物
）
、
株
式
な
ど
を
売
却
し
た
時
の

譲
渡
所
得
（
分
離
課
税
）
を
伴
う
申
告
お
よ
び
消
費
税
の

申
告
は
、
税
務
署
の
み
で
受
け
付
け
ま
す
。

■
医
療
費
控
除
を
伴
う
確
定
申
告
は
、
事
前
に
領
収
証
の

整
理
、
計
算
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
本
人
確
認
の
書
類
の
例

　

（
①
ま
た
は
②
い
ず
れ
か
）

①
個
人
番
号
カ
ー
ド

　

（
番
号
確
認
と
身
元
確
認
）

②
通
知
カ
ー
ド
（
番
号
確
認
）

　

＋ 

運
転
免
許
証
、
公
的
医
療
保

険
の
被
保
険
者
証
、
年
金
手
帳
な

ど
（
身
元
確
認
）
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原付・軽自動車などの税金
　

軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
原
動

機
付
自
転
車
、
軽
自
動
車
を
廃
車
・
譲
渡
し
た
り
、
他
の
市
町
村
に
転

出
し
た
場
合
は
、
す
み
や
か
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
必
要
な
も
の

①
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

②
原
動
機
付
自
転
車
申
告
済
証

③
印
鑑

※

盗
難（
遺
失
）が
あ
っ
た
場
合
は
、

警
察
に
盗
難
（
遺
失
）
届
を
出

し
て
か
ら
、
そ
の
受
理
番
号
を

控
え
た
う
え
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※

他
の
市
町
村
へ
転
出
す
る
人
で

原
動
機
付
自
転
車
を
所
有
し
て

い
る
場
合
は
、
転
出
後
15
日
以

内
に
標
識
を
返
納
し
、
転
出
先

の
市
区
町
村
の
窓
口
で
、
新
し

い
標
識
の
交
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

■
申
告
・
問
合
先

▼
税
務
課
市
民
税
係
（
内
線
３
３
３
）

▼
西
吉
野
支
所 　

▼
大
塔
支
所

▼
軽
二
輪
（
１
２
５
㏄
〜
２

５
０
㏄
）、　

二
輪
の
小
型

自
動
車
（
２
５
０
㏄
以
上
）

の
廃
車
・
譲
渡
・
転
出
手

続
き

■
申
告
・
問
合
先　

奈
良
運

輸
支
局
（
大
和
郡
山
市
額
田

部
北
町
９
８
１‐
２
）

☎
０
５
０
・
５
５
４
０
・

　

２
０
６
３

▼
軽
自
動
車
の
廃
車
・
譲
渡
・

転
出
手
続
き　

■
申
告
・
問
合
先　

軽
自
動

車
検
査
協
会
奈
良
事
務
所

（
大
和
郡
山
市
額
田
部
北
町

９
８
０-

３
）

☎
０
５
０
・
３
８
１
６
・

　

１
８
４
５

障
害
者
手
帳
等
を
持
っ
て
い
る
人
は
、

　

期
限
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

　

心
身
に
障
害
の
あ
る
人
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
原
動
機
付
自
転
車
・

軽
自
動
車
で
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の
は
、
申
請
す
る
こ
と
で

軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

■
申
請
期
限　

５
月
１
日
（
月
）

■
申
請
・
問
合
先

　

税
務
課
市
民
税
係

　
（
内
線
３
３
３
）

■
軽
自
動
車
等
の
減
免
の
要
件

※

所
有
者
と
使
用
方
法
が
そ
れ
ぞ
れ
、
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

①
障
害
者
手
帳
（
原
本
）

②
運
転
免
許
証
（
写
し
の
場
合
は
表
・
裏
）

③
自
動
車
検
査
証
（
写
し
可
）

④
印
鑑

⑤
生
計
同
一
証
明
書
ま
た
は
常

時
介
護
証
明
書
（
障
害
の
あ
る
本

人
以
外
が
運
転
す
る
場
合
の
み
）

⑥
減
免
申
請
書
（
税
務
課
市
民
税
係

に
あ
り
ま
す
）

⑦
減
免
を
受
け
る
人
の
個
人
番
号

カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド

■
そ
の
他

▼
減
免
の
対
象
車
両
は
、
手
帳
の
交

付
を
受
け
た
人
１
人
に
つ
き
１
台

で
す
。
普
通
自
動
車
と
重
複
し
て

減
免
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

▼
自
動
車
検
査
証
に
「
自
家
用
」
と

記
載
さ
れ
て
い
る
軽
自
動
車
に
限

り
ま
す
。

■
平
成
28
年
度
に
軽
自
動
車
税
の
減

免
制
度
を
受
け
て
い
る
人
に
は
、

２
月
初
旬
に
更
新
の
た
め
の
申
請

書
を
送
付
し
ま
す
。
必
要
事
項
を

記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

療
育
手
帳
は
Ａ
級
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
は
１
級
に
限
り
ま
す
。
身
体
障
害
者
手
帳
は
、
区
分
、
等
級
に
よ
り

　

減
免
で
き
る
範
囲
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
税
務
課
市
民
税
係
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

廃
車
・
譲
渡
・
転
出
手
続
き
は
お
早
め
に

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す

▼
所
有
者
（
名
義
）

①
障
害
者
手
帳
（
身
体
・
療
育
・

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
）、
戦

傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
が
所
有
し
て
い
る
。

②
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
年
齢
18
歳
未
満

の
人
、
ま
た
は
療
育
・
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人
と
生
計

を
一
に
す
る
人
が
所
有
し
て

い
る
。

▼
使
用
方
法

①
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
本
人
が
運
転
す
る
。

②
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
と
生
計
を
一
に
す
る

人
が
運
転
す
る
。  （
障
害
の
あ
る

人
の
通
学
・
通
院
・
通
所
等
の
た

め
に
使
用
す
る
場
合
）

③
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
の
み
で
構
成
さ
れ
る

世
帯
で
、
そ
の
人
を
常
時
介
護

す
る
人
が
運
転
す
る
。（
障
害

の
あ
る
人
の
通
学
・
通
院
・
通
所

等
の
た
め
に
使
用
す
る
場
合
）

▼
原
動
機
付
自
転
車

　
（
１
２
５
㏄
ま
で
）
の

　

廃
車
・
譲
渡
・
転
出
手
続
き

現地（東田中団地）

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

８くらしのメモ



家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら

届
出
を
お
願
い
し
ま
す

　

家
屋
に
対
す
る
固
定
資
産
税
は

毎
年
１
月
１
日
時
点
で
存
在
す
る

家
屋
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
家
屋
の
取
り
壊
し
の
届

出
を
し
て
い
な
い
人
は
、
税
務
課

固
定
資
産
税
係
ま
で
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。
届
出
が
な
い
と
誤
っ

た
課
税
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

届
出
の
用
紙
は
税
務
課
窓
口
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で
き
ま
す
。

な
お
、
届
出
の
際
に
は
印
鑑
や
取

り
壊
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
資

料
（
領
収
書
や
写
真
な
ど
）
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

■
申
請
・
問
合
先　

税
務
課

　

（
内
線
２
５
７
・
２
５
８
）

注
意
し
ま
し
ょ
う

税務課からのおしらせ

　

五
條
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

市
営
住
宅
の
申
し
込
み
に
は
、
家
族
構
成
・
収
入
等
の
要
件
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
る
か
、
配
付
す
る
「
市
営
住
宅
入
居
者

募
集
の
ご
案
内
」
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
入
居
可
能
予
定
日

　

４
月
１
日
（
土
）

■
入
居
敷
金

　

入
居
時
家
賃
の
３
か
月
分

■
申
込
書
の
配
付
場
所

　

２
月
１
日
（
水
）
か
ら
市
役
所

建
設
課
住
宅
係 

・
西
吉
野
支

所 

・
大
塔
支
所
で
配
付
し
ま
す
。

■
申
込
受
付
期
間　

　

２
月
13
日
（
月
）
〜
24
日
（
金
）

  （
８
時
30
分
〜
17
時
、
土
・
日
・

祝
日
は
除
く
）

※

期
限
を
過
ぎ
る
と
受
付
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

■
申
込
方
法

①
建
設
課
ま
た
は
支
所
に「
市
営

住
宅
入
居
者
募
集
の
ご
案
内
」・

「
申
込
書
」
を
取
り
に
来
て
く

だ
さ
い
。

②
受
付
期
間
内
に「
市
営
住
宅
入

居
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
建

設
課
住
宅
係
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。（
支
所
で
の
受
付
は

で
き
ま
せ
ん
）

※

本
人
ま
た
は
申
し
込
み
内
容
を

詳
し
く
説
明
で
き
る
人
が
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
は
で
き

ま
せ
ん
。

■
申
込
・
問
合
先

　

建
設
課
（
内
線
２
７
８
）

市営住宅入居者募集
入
居
者
を

　

募
集
し
ま
す

市
営
住
宅
の

東田中団地

現地（東田中団地）現地（東田中団地）現地（東田中団地）

■募集住宅の概要

新今井団地

■
募
集
住
宅
の
見
学
会
を
開
催

　

２
月
19
日（
日
）　

９
時
30
分
〜

11
時
に
募
集
住
宅
の
見
学
会
を
開

催
し
ま
す
。

※

事
前
の
申
込
み
は
不
要
で
す
の

で
、
直
接
現
地
へ
来
て
く
だ
さ

い
。

※

見
学
会
当
日
は
、
申
込
み
の
受

付
は
行
い
ま
せ
ん
。

 

住宅名

３DK 58.2 ㎡

駐車場床面積間取所在地募集
戸数

66.2 ㎡３DK今井町 713－１203 号室

103 号室 五條 3丁目 6-18１

１

家賃

有

部屋
番号

可
※要件あり

単身者
申込

15,200 円
～ 34,900 円

19,500 円
～ 44,800 円

新今井団地
３号棟

東田中団地
５号棟

可
※要件あり

・　公営住宅法の規定による収入に応じた家賃が設定されています。(7 段階）
・　家賃以外に共益費等が必要です。
・　新今井住宅で駐車場を使用する場合は、月額 1,500 円が必要です。
※単身者の申し込みには年齢やその他の要件があります。
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600万円超

　

同
じ
月
内
の
医
療
費
の
負
担
が
高
額
と
な
り
、自
己
負
担
額
を
超
え
た
場

合
、申
請
を
す
る
こ
と
で
限
度
額
を
超
え
た
分
が
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給

さ
れ
ま
す
。高
額
療
養
費
支
給
の
対
象
者
に
は
、医
療
機
関
か
ら
の
レ
セ
プ

ト
確
認
の
後（
診
療
月
か
ら
３
〜
４
か
月
後
）、ハ
ガ
キ
ま
た
は
書
面
に
て
通

知
し
ま
す
の
で
、そ
れ
ま
で
領
収
書
は
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。通
知

が
届
い
た
ら
、保
険
課
の
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

高
額
療
養
費
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と
き
は

■
申
請
の
際
に
必
要
な
も
の

①
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

②
領
収
書（
原
本
）

③
印
鑑（
シ
ャ
チ
ハ
タ
等
は
不
可
）

④
世
帯
主
名
義
の
通
帳
な
ど
口
座

の
わ
か
る
も
の

※

領
収
書
を
紛
失
し
た
場
合
は
、医

療
機
関
で
領
収
書
の
再
発
行
、ま

た
は「
支
払
証
明
書
」を
発
行
し

て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。（
医
療

機
関
に
よ
っ
て
は
、有
料
の
場
合

が
あ
り
ま
す
。）

■
申
請
か
ら
支
給
ま
で
の
期
間

　

支
給
時
期
は
、保
険
課
窓
口
に
て

申
請
し
た
日
か
ら
１
〜
２
か
月
後

の
最
終
週
の
木
曜
日
と
な
り
ま
す
。

※

レ
セ
プ
ト
が
審
査
機
関
か
ら
の

再
審
査
や
デ
ー
タ
到
着
の
遅
延

等
が
あ
っ
た
場
合
は
、支
給
が
遅

く
な
り
ま
す
。

■
療
養
費
計
算
の
注
意

　

高
額
療
養
費
は
、医
療
機
関
等
の

窓
口
で
支
払
わ
れ
た
保
険
適
用
の

医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

①
月
ご
と（
１
日
か
ら
末
日
ま
で
）

で
計
算
し
ま
す
。

②
治
療
の
必
要
か
ら
転
院
し
た
場

合
で
も
、病
院
ご
と
の
計
算
と
な

り
ま
す
。

③
差
額
ベ
ッ
ド
料
や
保
険
適
用
で

な
い
医
療
費
、入
院
時
の
食
事
代

は
対
象
外
で
す
。

④
院
外
処
方（
薬
局
等
）で
薬
剤
費

を
支
払
っ
た
と
き
は
、支
給
の
対

象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⑤
同
じ
医
療
機
関
で
も
、外
来
と
入

院
、医
科
と
歯
科
は
ぞ
れ
ぞ
れ
別

計
算
と
な
り
ま
す
。

■
世
帯
合
算
が
で
き
ま
す

　

同
一
世
帯
で
同
じ
月
内
に
、１

つ
の
医
療
機
関
で
２
１
０
０
０

円
以
上
の
自
己
負
担
額
を
、２
回

以
上
支
払
っ
た
と
き
、そ
れ
ら
を

合
算
し
て
自
己
負
担
限
度
額
を

超
え
た
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

  

 

  

 ※3　上記の所得区分と自己負担額の見直しが検討されており、変更になる場合があります。

▼70～ 75歳未満の人の場合（※３）

■自己負担限度額（平成 29年２月１日時点）

▼70歳未満の人の場合

※１ 総所得金額等から基礎控除額33万円を控除した額です。
※２ 過去12か月以内に、同一世帯での高額療養費の支給が
　　 ４回以上あった場合の４回目以降の金額です。

住
民
税
課
税
世
帯

901万円超

3回目まで

（ア）

（イ）

（ウ）

（エ）

（オ）

600万円超
901万円以下

210万円超
600万円以下

210万円以下

住民税非課税世帯

所得（※１）

252,600円＋
（総医療費－842,000円）×１%

167,400円＋
（総医療費－558,000円）×１%

80,100円＋
（総医療費－267,000円）×１%

57,600円

35,400円

４回目以降（※２）

140,100円

93,000円

44,400円

24,600円

所得区分

現役並み所得者

一般 １２，０００円

低所得者Ⅱ

４４，４００円

外来のみ（個人単位）

低所得者Ⅰ

８，０００円

８，０００円

外来＋入院（世帯単位）

８０，１００円＋医療費が２６７，０００円を
　　　　　　　　超えた場合は、その超えた分の１％

過去１２か月以内に世帯単位の限度額を超えた
支給が４回以上あった場合、４回目以降は
４４，４００円

２４，６００円

４４，４００円

１５，０００円

■
申
請
・
問
合
先　

保
険
課

　
（
内
線
３
６
７
）

問
合
先

保
険
課

国民健康保険からのおしらせ

10くらしのメモ



オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ

知
っ
て
い
ま
す
か

　

臓
器
の
機
能
障
害
な
ど
で
腹
部
に

増
設
す
る
人
工
肛
門
や
人
工
膀
胱
の

こ
と
を
「
ス
ト
ー
マ
」
と
い
い
、
ス

ト
ー
マ
を
持
つ
人
を
「
オ
ス
ト
メ
イ

ト
」
と
い
い
ま
す
。

　

外
見
か
ら
は
わ
か
り
づ
ら
い
障
害

で
、
ト
イ
レ
で
の
処
理
に
時
間
が
か

か
る
場
合
も
あ
り
、
周
囲
の
理
解
を

必
要
と
し
て
い
ま
す
。

　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
に
対
応
し
た
特
別

な
設
備
が
あ
る
ト
イ
レ
は
ま
だ
少
な

い
の
が
現
状
で
す
が
、
市
有
の
施
設

で
対
応
し
て
い
る
ト
イ
レ
が
あ
る
施

設
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
問
合
先　

社
会
福
祉
課

　
（
内
線
２
０
９
）

オ
ス
ト
メ
イ
ト
へ
の

 

相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す　

　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
悩
み
、
苦
労

に
つ
い
て
、
専
門
看
護
師
や
装
具

業
者
に
よ
る
相
談
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

■
日
時
・
場
所

①
２
月
14
日
（
火
）
９
時
〜
正
午

　

奈
良
県
文
化
会
館

　
（
奈
良
市
登
大
路
町
６-

２
）

②
２
月
18
日
（
土
）
９
時
〜
正
午

　

奈
良
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
（
橿
原
市
大
久
保
町
3
2
0-

11
）

■
費
用　

無
料

※

申
込
不
要
で
す
。

■
問
合
先　

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協

会
奈
良
支
部

☎
０
７
４
２
・
４
９
・
１
８
３
９

■
市
有
施
設
の
対
応
ト
イ
レ

　

五
條
市
役
所
別
館
前
・
大
塔
支

所
・
ま
ち
や
館
・
五
條
中
央
公
園
・

五
條
市
上
野
公
園
総
合
体
育
館
（
シ

ダ
ー
ア
リ
ー
ナ
）・
５
万
人
の
森
公
園

※

施
設
の
ト
イ
レ
を
利
用
で
き
る

時
間
・
曜
日
に
つ
い
て
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

市役所別館前の
オストメイト対応トイレ

オストメイト
対応トイレ
を示すマーク

国
民
年
金
保
険
料
は
前
納
が
お
得
で
す

申
込
は
２
月
末
ま
で
！

■
前
納
制
度
の
種
類

▼
２
年
前
納
（
４
月
分
か
ら
翌
々
年

３
月
分
）
２
年
分
の
保
険
料
を
ま

と
め
て
納
め
る
こ
と
が
出
来
る
制

度
で
す
。
２
年
で
１
５
６
９
０
円

お
得
で
す
（
平
成
29
年
度
か
ら
、

現
金
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も

納
付
可
能
で
す
。）

▼
１
年
前
納
（
４
月
分
か
ら
翌
年
３

月
分
）
１
年
分
の
保
険
料
を
ま
と

め
て
納
め
る
制
度
で
、
口
座
振
替

で
納
め
た
場
合
は
４
０
９
０
円
、

納
付
書
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で

納
め
る
と
３
４
６
０
円
お
得
で
す
。

▼
６
か
月
前
納
（
４
月
か
ら
９
月
分
、

10
月
か
ら
翌
年
３
月
分
）
半
年
分

を
ま
と
め
て
納
め
る
制
度
で
、
口

座
振
替
で
納
め
た
場
合
は
１
１
１

０
円
、納
付
書
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
で
納
め
る
と
７
９
０
円
お
得
で

す
。

退
職
（
失
業
）
に
よ
る

　

特
例
免
除
制
度

国
民
年
金
マ
メ
知
識

　

厚
生
年
金
等
に
加
入
し
て
い
た
人

が
退
職
（
失
業
）
す
る
と
、
市
役
所

で
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
行
い
、

月
額
１
６
２
６
０
円
（
平
成
28
年
度

の
金
額
）
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

も
し
、
経
済
的
に
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
申
請

に
よ
り
納
付
を
免
除
さ
れ
る
制
度

（
特
例
免
除
）
が
あ
り
ま
す
。
特
例

免
除
制
度
は
、
退
職
（
失
業
）
し
た

年
度
お
よ
び
翌
年
度
に
限
り
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

特
例
免
除
で
は
、
審
査
の
対
象
と

な
る
申
請
者
本
人
の
所
得
を
除

外
し
、
配
偶
者
・
世
帯
主
の
所

得
が
基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

※

特
例
免
除
を
申
請
す
る
場
合
は
、

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
や
雇

用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
等
の

写
し
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※

市
役
所
の
窓
口
ま
た
は
年
金
事
務

所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先

▼
大
和
高
田
年
金
事
務
所

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

▼
市
民
課
（
内
線
２
６
８
・
３
０
０
）

　

前
納
割
引
制
度
と
は
、
保
険
料
を
ま
と
め
て
前
払
い
で

納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
が
割
引
に
な
る
制
度
で
す
。

（※

割
引
額
は
平
成
28
年
度
の
金
額
で
す
。）■

申
込
方
法

　

市
役
所
の
窓
口
ま
た
は
年
金
事
務

所
で
２
月
末
ま
で
に
申
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

▼
口
座
振
替
の
場
合

　

銀
行
等
の
通
帳
、
通
帳
届
出
印
、

年
金
手
帳
等
基
礎
年
金
番
号
の

わ
か
る
物
を
持
参

▼
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
の
場
合

カ
ー
ド
、
認
印
、
基
礎
年
金
番

号
の
わ
か
る
物
を
持
参

※

引
き
落
し
日
は
４
月
末
で
す
。

※

す
で
に
口
座
振
込
で
前
納
し
て

　

い
る
人
は
、
引
き
落
し
方
法
を

　

変
更
す
る
場
合
を
除
き
、
申
込

　

は
不
要
で
す
。 納め忘れがない

口座振替がお得です！

国民年金

福祉コラム
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市
営
住
宅
の

詳しくは奈良労働局のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞで
nara-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp

奈良県最低賃金　時間額奈良県最低賃金　時間額７６２７６２円
（平成 28 年 10 月 6 日発効）（平成 28 年 10 月 6 日発効）

木材・木製品、
家具・装備品製造業

時間額 840 円
（平成 28 年 12 月 24 日発効）

時間額 837 円
（平成 28 年 12 月 24 日発効）

■問合先
▼奈良労働局賃金室　☎０７４２・３２・０２０６
▼大淀労働基準監督署　☎０７４７・５２・０２６１
▼地域政策課（内線２３６）

時間額 846 円
（平成 28 年 12 月 24 日発効）

確認しましょう！最低賃金
特定最低賃金が改正されました

はん用、生産用、
業務用機械器具製造業

電機関係製造業

自動車小売業

時間額 816 円 日額 6,527 円
（平成元年１月 25 日発効）

奈良県最低賃金　時間額７６２円
（平成 28 年 10 月 6 日発効）

準中型免許

18歳以上

詳しくは奈良労働局のﾎ ﾑ ﾟ ｼﾞで
確認しましょう！最低賃金

避
難
情
報
の
名
称
が
変
更
さ
れ
ま
し
た

　

高
齢
者
施
設
に
お
い
て
「
避

難
準
備
情
報
」
の
意
味
が
伝
わ

ら
ず
、
適
切
な
避
難
行
動
が
取

ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
重
く
受

け
と
め
、
高
齢
者
等
が
避
難
を

開
始
す
る
段
階
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
、
平

成
28
年
12
月
26
日
付
け
で
「
避

難
準
備
情
報
」
が
「
避
難
準

備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
」
へ

と
名
称
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
「
避
難
指
示
」
は
、
よ

り
緊
急
性
が
伝
わ
り
や
す
い
よ

う
に
「
避
難
指
示
（
緊
急
）
」

に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

非
常
時
に
備
え
て
注
意
し
ま
し
ょ
う緊急度 変更前名称 変更後名称 

低 

↓ 

高 

避難準備情報 避難準備・高齢者等避難開始  

避難勧告 避難勧告 

避難指示 避難指示（緊急）  

■
問
合
先　

危
機
管
理
課

　

（
内
線
３
７
０
）

　

災
害
発
生
時
に
は
自
ら
の
判

断
で
避
難
行
動
を
と
る
こ
と
が

原
則
で
す
。
災
害
の
危
険
性
が

高
ま
れ
ば
地
区
ご
と
に
避
難
情

報
を
発
令
し
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
自
宅
や
学
校
・
職
場
等

の
近
く
の
危
険
箇
所
・
避
難
場

所
等
を
確
認
し
、
い
ざ
と
い
う

時
の
避
難
行
動
に
つ
い
て
考
え

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

防
災
行
政
無
線
の

試
験
放
送
を
行
い
ま
す

　

平
成
27
年
度
か
ら
整
備
中
の

防
災
行
政
無
線
が
、
い
よ
い
よ

試
験
運
用
を
始
め
ま
す
。

　

試
験
時
期
は
２
月
中
（
日
付

は
未
定
）
を
予
定
し
て
お
り
、

既
設
の
ス
ピ
ー
カ
ー
・
受
信
機

（
避
難
所
等
へ
設
置
済
）
か
ら

試
験
放
送
が
流
れ
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

危
機
管
理
課

　

（
内
線
３
７
０
）

付
近
の
避
難
所
を
確
認
！

スピーカー

防災に関する重要なおしらせ

消
費
生
活
相
談
窓
口

相
談
事
例

還
付
金
詐
欺
に
注
意
！

　

市
役
所
職
員
を
名
乗
る
人
か
ら
電

話
が
あ
り
「
医
療
費
の
払
い
戻
し
の

お
知
ら
せ
が
届
い
て
い
ま
せ
ん
か
？

今
日
が
期
限
で
す
。
手
続
き
の
仕
方

を
教
え
ま
す
の
で
、
今
か
ら
携
帯
電

話
を
持
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
」
と
、
ス
ー
パ
ー
の
中
に
あ

る
無
人
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
指
定
さ
れ
た
。

　
　
　

  

助
言

　

市
役
所
職
員
、
銀
行
員
等
を
騙
っ

た
還
付
金
詐
欺
が
県
内
で
多
発
し
て

い
ま
す
。
金
融
機
関
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
は
、

振
り
込
め
詐
欺
被
害
防
止
の
た
め
、

携
帯
で
通
話
し
な
が
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操

作
し
て
い
る
人
へ
の
声
掛
け
が
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
犯
人

が
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
内
の
無
人

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
指
定
す
る
ケ
ー
ス
が
増

え
て
い
ま
す
。

　

還
付
金
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
支
払
わ
れ
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

消
費
生
活
相
談
窓
口　

　
（
内
線
３
８
６
）毎
週
月
・
木　

10
時
〜
15
時

「
還
付
金
」
「
Ａ
Ｔ
Ｍ
」

こ
の
よ
う
な
電
話
を
受
け
た
ら

す
ぐ
に
警
察
に
連
絡
を
！

12くらしのメモ



奈良県最低賃金　時間額７６２円
（平成 28 年 10 月 6 日発効）

３月 12日
スタート

改
正
道
路
交
通
法
が
施
行
さ
れ
ま
す

　

違
反
行
為
を
し
た
高
齢
者
の
臨
時
認
知
機
能
検
査
の
実
施
と
、

準
中
型
自
動
車
免
許
の
新
設
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
改
正
道
路
交
通

法
が
、
平
成
29
年
３
月
12
日
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

準中型自動車免許の新設

高齢運転者対策の推進

運転免許の種類として、新たに準中型自動車免許が設けられます。

※18歳から取得可能です。

普通免許

18歳以上

中型免許
20歳以上

普通免許等保有 2年

大型免許
21歳以上

普通免許等保有３年

改
正
前

普通免許

18歳以上

中型免許
20歳以上

普通免許等保有 2年

大型免許
21歳以上

普通免許等保有３年

改
正
後

準中型免許準中型免許

18歳以上18歳以上

準中型免許

18歳以上

最大積載量　　　　　　３ｔ　　　　　　　　 　  6.5ｔ
車両総重量　　　　　　５ｔ　　　　　　　　　   11ｔ

最大積載量　２ｔ　　　　　   4.5ｔ　　　　　　　6.5ｔ
車両総重量　3.5ｔ　　　　　  7.5ｔ　　　　　　　11ｔ

③高齢者講習の合理化・高度化
　認知機能検査の結果によって、受ける講習の内容等が変わります。高齢者講習

は 75歳未満の人や、認知機能検査で認知機能の低下のおそれがないと判断され

た人に対しては、２時間に合理化（短縮）されます。その他の人に対しては、

個別指導を含む３時間の講習となります。

■
問
合
先　

運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
４
４
・
２
５
・
５
２
２
４

　今、普通免許を取得しようとしている人は…
　３月 10日（金）までに普通免許を取得しておいてくだ

さい。改正後に取得すると、運転できる自動車の車両重

量の上限が小さくなり、従来の５トン未満が３．５トン

未満になります。指定自動車教習所の普通免許の卒業証

明書を持っている人は、３月 10日（金）までに運転免

許センターで学科試験・適性試験に合格するように努め

てください。

　すでに普通免許を保有している人は…
　引き続き、車両重量５トン未満の自動車を

運転することができます。さらに限定解除

審査（※）に合格すれば、５トン以上７．

５トン未満の自動車の運転も可能となりま

す。　

①臨時認知機能検査・臨時高齢者講習
▼75歳以上の運転者が、認知機能が低下したときに起こしやすい違反行為をし

たときは、新設された「臨時認知機能検査」を受けなければなりません。

▼臨時認知機能検査を受け、認知機能の低下が運転に影響するおそれがあると判

断された高齢者は、新設された「臨時高齢者講習」（個別指導と実車指導）を

受けなければなりません。

②臨時適正検査制度の見直し
　更新時の認知機能検査または、臨時認知機能検査で認知症のおそれがあると判

定された人は、臨時適正検査（医師の診断 ) を受け、または命令に従い主治医

の診断書を提出しなければなりません。

※医師の診断の結果、認知症と判断された場合は運転免許の取消し等の対象になります。

※審査は指定自動車教習所で最低４時限の教習を受け
た上での審査、または免許試験場での技能審査等の
いずれかになります。

危機管理課からおしらせ
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地域包括ケアシステム

■担当課　介護福祉課　長寿係・介護保険係
　　　　　　　　　　　地域包括支援センター
　　　　　　　　　　　西吉野・大塔在宅介護支援センター

介
護
保
険
で
暮
ら
し
や
す
く

　

住
宅
を
改
修
す
る
こ
と
を

　
　

支
援
し
て
い
ま
す

　

介
護
保
険
で
の
住
宅
改
修
で
は
、20

万
円
を
上
限
に
、保
険
対
象
額
の
１
割

（
ま
た
は
２
割
）＋
対
象
外
経
費
を
利

用
者
が
負
担
す
る
こ
と
で
次
の
工
事

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
手
す
り
の
取
り
付
け

②
段
差
の
解
消

③
滑
り
の
防
止
お
よ
び
移
動
の
円
滑

化
の
た
め
の
床
ま
た
は
通
路
面
の

材
料
の
変
更

④
引
き
戸
な
ど
へ
の
扉
の
取
り
替
え

⑤
和
式
便
器
を
洋
式
便
器
に
取
り
替

え

■問合先　
介護福祉課（内線 294）

住宅改修の流れ（平成 29年 4月 1日～）
①住宅改修をする前に
住宅改修が必要な箇所や理由について、ケアマネージャーや工事業者等によく相談します。

②着工する前に
住宅改修を行うことについて、介護福祉課に事前申請してください。

③承認通知が届いたら
工事業者に依頼し、改修を行います。
工事業者に改修費用の１割（または２割）を支払い、領収書と工事内訳書を受け取ります。

④工事が終わったら
介護福祉課へ住宅改修費の支給事後申請を行います。

⑤審査の後に
給付費支給決定通知書が利用者に届き、工事業者の指定の口座に住宅改修費が振り込まれます。

次回は、通いの場づくりによる介護予防事業について紹介します。次回は、通いの場づくりによる介護予防事業について紹介します。次回は、通いの場づくりによる介護予防事業について紹介します。

住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けられるまちを目指す！住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けられるまちを目指す！住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けられるまちを目指す！

　

介
護
保
険
に
よ
る
住
宅
改
修
は
、

介
護
保
険
の
対
象
と
な
る
経
費
の

９
割
分（
ま
た
は
８
割
分
）を
申
請

に
よ
っ
て
後
か
ら
受
け
取
る
制
度

に
な
っ
て
い
る
た
め
、利
用
者
は
原

則
か
か
っ
た
費
用
の
全
額
を
一
時

的
に
負
担
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
平
成
29
年
４
月
１
日

（
事
前
申
請
受
付
分
）か
ら
保
険
対

象
額
の
１
割（
ま
た
は
２
割
）＋
対

象
外
経
費
を
支
払
う
だ
け
で
利
用

で
き
る「
受
領
委
任
払
い
」が
原
則

と
な
り
、利
用
者
の
一
時
的
な
負
担

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

平
成
29
年
４
月
か
ら
、

 

利
用
者
の
一
時
的
な

  

負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す

■
申
請
の
要
件　

　

五
條
市
の
介
護
保
険
被
保
険
者

で
、要
介
護
ま
た
は
要
支
援
の
認
定

を
受
け
て
い
る
人

※

介
護
保
険
料
に
滞
納
が
あ
る
場

合
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※

改
修
は
住
民
票
の
あ
る
住
所
の

み
可
能
で
す
。
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こそだてひろば

次回は、通いの場づくりによる介護予防事業について紹介します。

住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けられるまちを目指す！

　

大
人
も
子
ど
も
も
ホ
ッ
と
で

き
る
子
育
て
サ
ー
ク
ル
、
に
じ

い
ろ
電
車
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

初
め
て
の
人
も
大
歓
迎
で
す
。

０歳～
未就園児

各回 子ども1人100円、2人130円　
■申込・問合先　にじいろ電車代表代理  田代
　児童福祉課（内線349）
メール　niziirotrain@gmail.com
※初めての参加者は事前に連絡してください。

にじいろ電車五
條
幼
稚
園
に

　

遊
び
に
行
こ
う
！

■
時
間　

10
時
30
分
〜

■
場
所　

現
地
集
合

ひ
な
ま
つ
り

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
！

■
時
間　

10
時
30
分

　
　
　
　
　

〜
11
時
30
分

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

２/16
（木）

３/２
（木）

３/26 
（日）

　

紙
芝
居
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

を
し
ま
す
。
み
ん
な
で
楽
し
み
ま

し
ょ
う
！
（
５
歳
ま
で
の
児
童
と

保
護
者
）

■
日
時　

毎
週
火
・
木
曜
日

　

13
時
〜
13
時
30
分

お
は
な
し
広
場

毎週
火・木 い

っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う
！

み
ん
な
お
い
で
！
五
條
児
童
館

　

毎
月
１
回
、
児
童
館
で
お
子
さ

ん
の
身
長
、体
重
を
計
測
し
ま
す
。

■
日
時　

第
１
月
曜
日

　

９
時
〜
17
時
（
い
つ
で
も
）

お
お
き
く
な
っ
て
ね
！

成
長
の
記
録
を
残
そ
う

本
や
お
話
に
親
し
も
う

　

五
條
児
童
館
は
、
市
内
在
住
の

子
ど
も
た
ち
が
自
由
に
過
ご
せ
る

施
設
で
す
。
友
だ
ち
と
お
し
ゃ
べ

り
し
た
り
、
読
書
や
宿
題
を
す
る

な
ど
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

（
平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
開
館
）

第１
月曜日■

申
込
・
問
合
先　

五
條
児
童
館

☎
２
２
・
２
２
２
８

五
條
キ
ッ
ズ

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

五
條
市
上
野
公
園
総
合
体
育
館

（
シ
ダ
ー
ア
リ
ー
ナ
）
竣
工
記
念

　
「
木
の
体
育
館
」
に
「
木
の
お

も
ち
ゃ
」
が
大
集
合
！
み
ん
な
で

楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

３
月
26
日
（
日
）

　

 

10
時
〜
16
時 

■
場
所　

五
條
市
上
野
公
園
総
合

体
育
館
（
シ
ダ
ー
ア
リ
ー
ナ
）

■
参
加
費　

無
料

■
内
容　

▼
３
０
０
種
類
以
上
の
木
の
お
も

ち
ゃ
と
遊
び
を
楽
し
も
う
。

▼
木
レ
ー
ル
で
「
君
の
ミ
ニ
列
車

を
シ
ダ
ー
ア
リ
ー
ナ
で
走
ら
せ

よ
う
！
」　

な
ど

■
問
合
先　

児
童
福
祉
課

　
（
内
線
３
５
９
）

おたまじゃくしの広場　

毎週木曜10時～11時
（H25.4/2～H26.4/1生対象）

前日までに申し込んでください。

ぴよぴよの広場　

毎週火曜10時～11時
（H27.4/2生～)

前日までに申し込んでください。

生後
６か月～

つどいの広場　

毎週月・金曜日
9時30分～11時30分
（カルム五條で開催）

１歳～
　５歳

バンビの広場　

毎週水曜10時～11時
（H26.4/2～H27.4/1生対象）

前日までに申し込んでください。

１歳児
対象

親
子
「
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
」

「
ベ
ビ
ー
・
ヨ
ガ
」
教
室

参
加
者
募
集

　

講
師
に
ロ
ー
リ
ー
ベ
ビ
ー
マ
ッ

サ
ー
ジ
協
会
岸
田
和
美
先
生
を
招

き
、
無
料
で
年
齢
別
に
開
催
し
ま

す
。
参
加
希
望
者
は
前
日
ま
で
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

親
子
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室

■
日
時　

２
月
７
日
（
火
）

　

 

10
時
〜
11
時

■
対
象
児
童　

生
後
６
か
月
〜
１

歳
未
満
児 

■
持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
、
普
段

使
っ
て
い
る
ベ
ビ
ー
ロ
ー
シ
ョ

ン
や
ク
リ
ー
ム

■
場
所　

五
條
児
童
館

親
子
ベ
ビ
ー
・
ヨ
ガ
教
室

■
日
時

①
２
月
８
日
（
水
）
10
時
〜
11
時

▼
対
象
児
童　

１
歳
児

②
２
月
９
日
（
木
）
10
時
〜
11
時

▼
対
象
児
童　

２
歳
児

■
場
所　

五
條
児
童
館

■
申
込
・
問
合
先　

五
條
児
童
館

☎
２
２
・
２
２
２
８

楽
し
く
親
子
の
ふ
れ
あ
い

２歳児
 対象
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カルムのひろば

※乳がん検診、子宮がん検診は 2年に１回受診できます。大腸がん検診は毎年受診できます。
※定員があります。希望者は早めに申し込んでください。
※対象年齢は平成 29年４月１日までに該当年齢になる人を含みます。
※無料クーポン券のある人、70歳以上の人は無料です。
※個別検診は、事前にカルムで配布する受診券を持って指定医療機関で受診してください。

 乳がん 子宮頸部がん検診 大腸がん検診 

対象者 ４０歳以上の女性 ２０歳以上の女性 ４０歳以上の人 

集団検診 

費 用 
マンモグラフィ検査 
2方向撮影１３００円 
１方向撮影１０００円 

１０００円 ２００円 

日 時 
2月12日（日） 
12時 30分～13時 
14時～14時 30分 

2月12日（日） 
12時 30分～13時 

2月 12日（日）、13日（月）、
27日（月）  9時～10時

28日（火）
16時～19時

個別検診 

検診医 
療機関 

杉崎医院、南奈良総合医
療センター、済生会御所
病院、橋本市民病院、紀
和クリニック、鎌田医院
田園診療所、平成記念病
院、県立和歌山医科大学
付属紀北分院

 

 

 
 

 

 

 

費 用 
マンモグラフィ検査 
2方向撮影２３００円 
１方向撮影２０００円  

子宮頸部がん検診 
２０００円 
頸部がん・体部がん検診 
３５００円 

 

実　施 
期　間 

2月 28日（火）まで 2月 28日（火）まで  

 

乳がん・子宮頸部がん・大腸がん検診
次のとおり検診を実施します。無料クーポン券のある人はぜひ利用してください。

受診期間は
２月28日（火）まで

2 月
9時～10時、

■申込・問合先　カルム五條

　（内線２９０）

▼市内　後藤医院・鎌田医
院田園診療所・南奈良総
合医療センター
▼橋本市　橋本市民病院・
奥村ﾚﾃﾞｨｰｽｸﾘﾆｯｸ、いこ
まﾚﾃﾞｨｰｽｸﾘﾆｯｸ
▼その他は問い合わせてく
ださい｡

親
子
で

　

焼
き
芋
を
作
ろ
う
!!

冬
の
味
覚
を
楽
し
も
う
!!

■
日
時　

３
月
４
日
（
土
）

　

10
時
〜
（
約
２
時
間
程
度
）

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
対
象　

２
歳
〜
就
学
前
ま
で

の
子
ど
も
と
保
護
者

■
持
ち
物　

水
筒
・
タ
オ
ル

■
申
込
方
法　

２
月
22
日
（
水
）

ま
で
に
窓
口
ま
た
は
電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
（
先
着
30
組
）

　

講
師
に
日
本
総
合
ヨ
ガ
協
会

の
竹
本
智
子
先
生
を
招
き
、
２

月
も
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

２
月
25
日
（
土
）

　

10
時
〜
・
11
時
〜
の
２
回

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
対
象
者　

２
歳
〜
就
学
前
ま

で
の
子
ど
も
と
保
護
者

　
（
定
員
10
組
）

※

窓
口
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

参
加
者
募
集
中
!!

親
子
ヨ
ガ
で

　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
!!

■
申
込
先　

カ
ル
ム
五
條

　
（
内
線
２
８
９
）

■
申
込
・
問
合
先　

　

カ
ル
ム
五
條
（
内
線
２
８
９
）

　

12
月
11
日
、
講
師
の
竹
本
先

生
に
普
段
の
遊
び
に
取
り
入
れ

ら
れ
る
ヨ
ガ
を
教
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。

12
月
の
親
子
ヨ
ガ
の
様
子
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カルムのひろば

献
血
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い

血
液
が
不
足
し
て
い
ま
す

■
日
時　

２
月
17
日
（
金
）

　

10
時
〜
11
時
30
分
、

　

12
時
30
分
〜
16
時

■
場
所　

五
條
市
役
所

■
対
象　

▼
男
性　

満
17
歳
〜
69
歳

▼
女
性　

満
18
歳
〜
69
歳

※

男
女
と
も
50
㎏
以
上

※

体
調
や
渡
航
歴
な
ど
に
よ
り
、

献
血
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※

65
歳
以
上
の
献
血
は
、
60
〜

64
歳
の
間
に
献
血
経
験
の
あ

る
人
に
限
り
ま
す
。

■
持
ち
物　

献
血
の
際
に
本
人

確
認
が
あ
り
ま
す
の
で
、
保

険
証
・
運
転
免
許
証
な
ど
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

カ
ル
ム
五
條

　
（
内
線
２
８
９
）

「
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い

　

う
つ
病
の
こ
と
」

〜
う
つ
病
と
認
知
症
の
ち
が
い
〜

市
民
公
開
講
座

　
「
認
知
症
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、

う
つ
病
？ 

」
わ
か
り
に
く
い
違

い
に
つ
い
て
、
専
門
医
が
丁
寧
に

解
説
し
ま
す
。

■
日
時　

２
月
26
日
（
日
）

　

13
時
30
分
〜
15
時

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
参
加
費　

無
料

■
講
師　

徳
山
明
広
先
生
（
一
般

財
団
法
人
信
貴
山
病
院
ハ
ー
ト

ラ
ン
ド
し
ぎ
さ
ん
院
長
）

■
申
込
締
切　

２
月
17
日
（
金
）

■
申
込
方
法　

電
話
ま
た
窓
口
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

カ
ル
ム
五
條

　
（
内
線
２
９
０
）

元
気
い
き
い
き
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

旬
の
食
材
を
ヘ
ル
シ
ー
に

　

い
つ
も
の
お
料
理
を
ち
ょ
っ
と

工
夫
し
て
、
お
い
し
い
食
事
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
保
健
師
に

よ
る
上
手
な
カ
ロ
リ
ー
の
減
ら
し

か
た
の
ミ
ニ
講
座
も
あ
り
ま
す
。

■
日
時　

２
月
22
日
（
水
）

　

10
時
〜
13
時

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
し
て
い

る
人
（
先
着
20
人
）

■
参
加
費　

３
０
０
円（
材
料
費
）

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き

ん
・
手
ぬ
ぐ
い
タ
オ
ル
・
筆
記

用
具

■
指
導
者　

五
條
市
食
生
活
改
善

推
進
員
・
保
健
師

■
申
込
締
切　

２
月
17
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
先　

カ
ル
ム
五
條

　
（
内
線
２
９
０
）

　

今
回
は
、
御
山
町
・
井
上
皇

后
御
陵
周
辺
を
散
策
す
る
コ
ー

ス
で
す
。
春
先
の
市
内
を
、
み

ん
な
で
楽
し
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

し
て
み
ま
せ
ん
か
！

■
日
時　

３
月
11
日
（
土
）

　

９
時
30
分
か
ら
11
時
30
分

■
集
合
場
所　

カ
ル
ム
五
條

※

雨
天
の
場
合
は
カ
ル
ム
五
條

の
中
で
運
動
し
ま
す
。

み
ん
な
で
歩
き
ま
せ
ん
か
！

■
内
容　

４
キ
ロ
程
度
の
ウ
ォ

　

ー
キ
ン
グ

■
指
導
者　

運
動
普
及
推
進
員

■
持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服

　

装
、
タ
オ
ル
、
水
分
補
給
の

　

で
き
る
飲
み
物

※

雨
天
の
場
合
は
上
履
き

■
申
込
締
切　

３
月
２
日
（
木
）

■
申
込
・
問
合
先　

カ
ル
ム
五
條

　
（
内
線
２
９
０
）

ら
く
ら
く
運
動
教
室
に

　

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

健
康
づ
く
り
の
た
め
、
簡
単
に

で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋
力
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
な
ど
、
み
ん
な
で
楽
し

く
体
を
動
か
し
ま
せ
ん
か
。

　

家
族
や
友
人
と
一
緒
に
、
気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

３
月
３
日
（
金
）

　

13
時
30
分
〜
15
時
ご
ろ　

■
内
容　

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
・
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
講
師　

日
本
体
育
協
会
公
認
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者

■
費
用　

無
料

■
持
ち
物　

運
動
で
き
る
服
装
・

上
靴
・
水
分
補
給
の
飲
み
物
・

タ
オ
ル

■
申
込
期
限　

３
月
１
日
（
水
）

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

カ
ル
ム
五
條

　
（
内
線
２
９
０
）
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国
際
交

流

E
x
c
h
ange

Internation
al

英語コミュニケーション

英語
コミュ

ニケー
ション

第 93回

こんに
ちは、

　

エリッ
ク コ

ズィオ
ールで

す

 I love chocolate. It is hard to think 
about February and not think about chocolate. 
All because of Valentine’s Day. But let’s not talk 
about that. Love is complicated! Let’s talk about 
chocolate.

 In my nine years in Japan I have lost 
weight and I have gained weight. And all 
throughout I have tried eating more of this and 
less of that. I have decided to be healthy. Eat 
more vegetables. But my Achilles’ heel is 
chocolate. If you offer me some chocolate, how 
can I say no? Milk chocolate, dark chocolate, 
chocolate covered strawberries, well, chocolate 
covered anything. They’re all good! Except for 
maybe white chocolate. Well, even that can be 
okay. But it isn't the best. In my opinion, of 
course.

 People say dark chocolate is pretty 
healthy. Don't quote me on that. I’m not a 
doctor! But I do know that all sorts of chocolate 
makes me feel good, and somedays we all need 
to feel good.

　私はチョコレートが大好きです。二月と言えばチョコレ
ートのことを考えずにはいられません。それはバレンタイ
ンデー（2月14日に祝われ、世界各地でカップルの愛の誓
いの日とされる。日本では女性が男性にチョコレートを贈
る習慣がある）があるからです。しかし、今はバレンタイ
ンデーのことはおいておきましょう。愛について語るのは
難しいです！だから、チョコレートについてお話しします。

　９年間の日本での生活で、私はやせたり太ったりを繰り
返してきました。「これは食べよう」とか「あれは食べな
いでおこう」とかしてきた結果です。今は、もっと野菜を
食べて健康的になるようにしています。しかし、チョコレ
ートは私のアキレス健（Achilles’s heel、弱点、急所）で
す。もし、チョコレートを勧められたら、どうして断るこ
とができるでしょう？ミルクチョコレート、ダークチョコ
レート、いちごチョコレートなど、いろいろな味のチョコ
レートがあります。どれもおいしいです！でも、ホワイト
チョコレートは除いて下さい。まぁまぁおいしいのですが、
一番ではありません。もちろんこれは私の意見です。

　世間では、ダークチョコレートはとても健康によいと言
われています。私は医者ではないので、私の言うことをう
のみにしないで下さい！けれど、どんな味のチョコレート
でも、食べると私はたいてい気分が良くなるのです。誰で
も気分良く過ごしたいですよね。

Chocolate and... Feet? 「チョコレートと…かかと？」

“アキレス・ヒール（アキレス腱）「唯一の弱点、急所」”
※ギリシャ神話からきた表現です。アキレス腱は、人体で最も強く最大の腱
ですが、問題につながる弱点を意味しています。私の場合、健康に留意し
て食べ物に気をつけていても、弱点であるチョコレートを見ると、しまっ
た！と思いながらも、つい食べ過ぎてしまいます。
※母親が息子のアキレス（Achilles）を不死身にするために、よみの国の川に
右の足首をつかんで浸したが、水につからなかった足首の部分が唯一の弱
点となり、アキレスはそこを射られて死んだという神話。
　（インターネット辞書、weblio より）

図書館

図書館
ホームページ

図
書
館
だ
よ
り

図
書
館
か
ら
お
知
ら
せ

■
問
合
先　

市
立
図
書
館

☎
２
２
・
４
１
３
３
（
水
曜
休
館
）

新
刊
本
棚

２ 月

　

土
偶
、
土
器
、
首
飾
り
…
。

「
遺
物
」
と
い
う
形
で
残
さ
れ

た
縄
文
時
代
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま

な
贈
り
物
を
写
真
と
と
も
に
紹

介
。
縄
文
時
代
の
流
れ
と
衣
食

住
に
つ
い
て
も
解
説
す
る
。

鈴
木
の
り
た
け
／
作
・
文

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所　

譽
田
亜
紀
子
／
著 

 

山
と
渓
谷
社

　

公
園
の
す
な
ば
で
遊
ん
で

い
た
ら
、
空
か
ら
す
な
が
ふ

っ
て
き
た
。
す
な
ば
が
す
な

ば
ば
ば
に
な
っ
て
、
と
う
と

う
、
す
な
ば
っ
か
り
に…

。

松
下
恵
子
／
監
修

日
東
書
院
本
社

黒
川
博
行
／
著

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

すなばばば

花
山
院
弘
匡
／
著

中
央
公
論
新
社

喧嘩 ときめく縄文図鑑

星座の神話伝説
大図鑑
グ
ラ
フ
ィ
オ
／
編

金
の
星
社

大
門
久
美
子
／
編

汐
文
社

新

図
書
館
司
書

　

お
ス
ス
メ

お
と
な
の
本

こ
ど
も
の
本

写真英語ずかん
おまるにぴょん、
できるかな！

ア
ニ
タ
・
ジ
ェ
ラ
ー
ム
／
絵

サ
リ
ー
・
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ン
ズ
／
文

評
論
社

てづくりお香教室春日大社のすべて

蔵
書
点
検
に
よ
る

　

長
期
休
館
の

　
　
　
　

お
知
ら
せ

蔵
書
点
検
期
間

２
月
２
日
（
木
）　

　

〜
２
月
14
日
（
火
）　

※

16
日
か
ら
通
常
開
館

し
ま
す
。

※

蔵
書
点
検
中
の
返
却

は
返
却
ポ
ス
ト
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

※

２
月
の
移
動
図
書
館

の
運
行
は
あ
り
ま
せ

ん
。

すーくん
五條市立
図書館
c

”Achilles’ heel" 
This comes from Greek mythology. It implies a weakness in 
spite of strength that can lead to problems. So, for example 
even if I am eating healthy, I see some chocolate and whoops! 
I then eat a lot of chocolate.

すてごろ 

ん
図
書
館
を
使
っ
た

調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル

　

入
賞
作
品
展
示
会

　

市
内
で
開
催
し
た
地

域
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
選

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

２
月
16
日
（
木
）

　

〜
３
月
14
日
（
火
）
）
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入社５年目生産管理課吉岡裕章

常にベストを追及する医薬品製造のプロフェッショナル集団。
医療用医薬品という人の命に直接関わる仕事で、やり甲斐は最高です。

“匠”それは長年培われた技術の総称。

　　　　　　　　　私たちは“匠”を目指します。
　医薬品製造と言っても、原料を混ぜる、固める、梱包する、
一見すると簡単なように思われるかもしれませんが、“混ぜ
る”だけでも多いものは数十の工程を重ねています。その一
つひとつの作業を確立された手順に従い、丁寧かつ妥協を許
さず、優良な医薬品の安定供給という使命を背負い、私たち
は日々製造を行っています。

五條市の元気な企業と従業員 FILE.020 ホシエヌ製薬株式会社 本社五條工場
このコーナーでは市内の企業と、そこで働く若者を紹介。市内での就職を促進し、元気なまちづくりをめざします。

ホシエヌ製薬株式会社 本
社五條工場（住川町 138

0 番地　テクノパーク・な
ら工業団地内）

☎０７４７・２３・２５３
３

■問合先 企業観光戦略課（内線 215）

月曜休館（月曜が祝日の場合は翌日）　入館料（大人300円、小人200円）　■藤岡家住宅☎22・4013（近内町526） 　
　

本
書
紀
』
に
続
く
史
書
『
続
日
本
紀
』

は
第
42
代
・
文
武
天
皇
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

文
武
天
皇
は
、
天
武
天
皇
と
持
統
天
皇
の
孫

で
、
幼
い
頃
は
軽
皇
子
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
天
武
天
皇
12
年
（
６
８
３
年
）
に
生
れ
、

慶
雲
４
年
（
７
０
７
年
）
に
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。
幼
い
と
き
に
父
の
草
壁
皇
子
が
亡
く

な
っ
た
た
め
、
14
歳
（
誕
生
の
月
日
が
正
確

に
は
分
か
ら
な
い
の
で
年
齢
に
つ
い
て
は
１

歳
ず
つ
異
な
っ
た
見
解
が
あ
り
ま
す
。
）
で

帝
の
位
に
つ
き
ま
し
た
。

　
　

日
本
紀
』
に
は
、
天
皇
は
儒
教
や
歴
史

の
書
物
を
読
み
、
弓
の
名
手
で
あ
っ
た
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
夫
人
は
藤
原
宮
子
で
、
栄

山
寺
を
創
建
し
た
藤
原
武
智
麻
呂
の
異
母
妹

で
す
。
そ
の
た
め
か
『
続
日
本
紀
』
の
文
武

天
皇
の
治
政
の
時
代
に
は
、
五
條
を
表
す

「
宇
智
」
に
つ
い
て
４
か
所
の
記
述
が
あ
り

ま
す
。

①
文
武
天
皇
２
年
（
６
９
８
）
２
月
５
日

　

天
皇
が
「
宇
智
郡
に
行
幸
さ
れ
た
」

見取り図案内其の九十八　井上内親王生誕 1300 年②
文武天皇と宇智（五條）・吉野

◎
展
示
案
内　

平
成
29
年
１
月
４
日（
水
）か
ら
３
月
25
日（
土
）

▼
正
岡
子
規
生
誕
１
５
０
年「
子
規
の
時
代
」展

Yoshioka Hiroaki

か
る
の
み
こ

②
大
宝
２
年
（
７
０
２
）
６
月
６
日

　

大
倭
国
の
吉
野
・
宇
知
（
宇
智
）
の
二
郡

の
人
民
の
租
税
負
担
を
免
除
し
た
」

③
慶
雲
３
年
（
７
０
６
）
２
月
23
日

　

天
皇
は
「
内
野
（
宇
智
郡
の
野
）
に
行
幸

さ
れ
た
」

④
同
年
７
月
24
日

「
大
倭
国
宇
智
郡
狭
峰
山
で
も
山
火
事
が
あ

り
、
叩
い
て
鎮
火
さ
せ
た
」

　
　

武
天
皇
が
在
位
中
に
宇
智
に
来
た
の
は
、

15
歳
と
23
歳
の
２
度
。
吉
野
に
は
２
度
、
紀

伊
国
の
牟
婁
の
湯
（
和
歌
山
の
白
浜
温
泉
）

に
は
１
度
行
幸
し
て
お
り
、
こ
の
時
も
宇
智

を
経
由
す
る
か
、
宿
泊
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。

『
万
葉
集
』
に
は
吉
野
を
訪
れ
た
と
き
の
歌

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
巻
一
・
７
４
）　

　
　

日
本
紀
』
に
は
外
国
と
内
国
と
い
う
表

現
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
合
の
内

は
畿
内
と
い
う
意
味
で
す
が
、
同
じ
年
、
宇

智
が
内
と
も
表
さ
れ
て
い
る
の
で
、
当
時
の

五
條
地
域
が
天
皇
の
治
政
に
か
な
り
近
い
場

所
で
あ
っ
た
こ
と
を
表
す
一
つ
の
手
が
か
り

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
文
武
天
皇
は
聖
武
天
皇
の
父
。
五
條

各
地
域
の
御
霊
神
社
で
お
祀
り
し
て
い
る
井

上
内
親
王
の
祖
父
に
あ
た
る
人
物
で
す
。

（
文
）
館
長
・
学
芸
員　

川
村 

優
理

続
『

さ
み
ね

や
ま
と

う
ち
つ
く
に

う
ち
の
こ
お
り

も
ん
む

と
つ
く
に

日
『

続
『

聖
武
天
皇
の
文
字
と
伝
わ
る
経
文
の
一
節

（
藤
岡
家
所
蔵
『
手
鑑
』
よ
り
）

て
か
が
み

文

し
ょ
く
に
ほ
ん
ぎ

会社概要
内容 「健康を願うすべての人々の星でありたい」を社是に、医療用医薬品および
一般医薬品の多品目を製造。永年培った受託製造の技術と経験をもとに、お客様
に安心、安全、信頼を提供する開発から製造までを請け負う総合受託会社です。
代表者　　代表取締役社長　西本 秋宏
創業年月　昭和38年8月（創業54年目）
従業員　　148人（平成28年12月31日現在）
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２⽉、３⽉ 休⽇の救急診療・在宅当番医

■問合先
　カルム五條 ( 内線２９０)

９時〜１６時 急病患者の応急処置

休日診療、夜間診療を受診するときは、まず電話で症状を連絡しましょう。

※保険証を持参してください。
※担当医の専門性や患者の年齢、症状により、二次救急医療機関
の診療をお勧めする場合があります。受診前に電話で確認して
ください。
※マスクを着用してお越しください。

応急を要する
内科・小児科
の軽易な診療

 

 

五條市応急診療所
☎２４・００９９ 

本町３丁目１－１３

土・日・祝日夜間
※受付21時30分まで

１８時～２２時

 

 

☎0744・22・9683 

橿原市畝傍町９－１
毎日深夜

橿原市休日夜間応急診療所

応急を要する

小児科の診療

０時～６時
二見 4丁目２－４
寒川医院

☎２２・２１２０

   3 月５日（日） １２日（日） １９日（日） ２０日（月・祝）

２６日（日）

中之町 1771－33
杉﨑医院

☎２４・０００３

本町 1丁目 7－23
後藤医院

☎２２・２６９５

中之町 1617－1
田畑医院

☎２５・１２１１

今井４丁目１－16
ひらい内科ｸﾘﾆｯｸ
☎２５・５５２５

野原西 4丁目 9－25
中谷内科医院
☎２２・３６８３

   ２月５日（日） １１日（土・祝） １２日（日） １９日（日）

２６日（日）

新町２丁目３－８
槇野医院

☎２２・２００４

窪町１２６－１
前防医院

☎２２・２０７２

五條１丁目７－５
辻田クリニック
☎２５・４１４５

須恵 2丁目 1－25
山田医院

☎２２・２０３９

切り取って保管しましょう

五
條
市
応
急
診
療
所
は

五
條
病
院
内
に
移
転
し
ま
す

（新）五條市応急診療所

野原西５丁目 2番地 59号

☎２４・００９９

診療時間　18時～ 22時

（21時 30分受付終了）

※電話番号･診療時間に変更はあ

りません。

　

応
急
診
療
所
が
４
月
１
日
か
ら

現
在
の
水
道
局
北
側
か
ら
、
五
條

病
院
内
に
変
わ
り
ま
す
。

※

３
月
26
日
（
日
）
ま
で
は
今
ま

で
の
診
療
所
で
診
察
し
ま
す
。

168

五條病院
入口

（新）五條市
応急診療所

駐
車
場

駐
車
場

五條病院

至 十津川村
至 吉野川

N

４
月
１
日
か
ら

新町「大野屋」 起業家
支援施設

　チャレンジショップ「大野屋」の出店者を募集しています！
五條市では将来、飲食店を始めたいという人のために、チャ
レンジショップという形で新町通りにある「大野屋」を貸し
出しています。昔ながらの落ち着いた街並みが残る新町通り
で地元や観光客たちの憩いの場となるような喫茶店をやって
みませんか。興味のある人は気軽に問合せてください。

■問合先　企業観光戦略課（内線２１５）

カフェスペース
出店者募集

自
衛
隊
と

 

市
民
の
ふ
れ
あ
い

  

コ
ン
サ
ー
ト

　

陸
上
自
衛
隊
第
３
音
楽
隊
と
地

元
吉
野
川
あ
ば
れ
太
鼓
の
演
奏
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
陸
上
自
衛
隊
装
備
車
両

の
展
示
や
ミ
ニ
制
服
の
試
着
等
の

コ
ー
ナ
ー
を
開
設
す
る
予
定
で
す
。

親
子
で
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

２
月
11
日
（
土
）

　

13
時
〜
15
時
（
正
午
開
場
）

■
場
所　

五
條
市
上
野
公
園
総
合

体
育
館
（
シ
ダ
ー
ア
リ
ー
ナ
）

■
入
場
料　

無
料

※

申
込
不
要
、
満
席
の
場
合
は
、

立
ち
見
ま
た
は
床
に
座
っ
て
の

鑑
賞
と
な
り
ま
す
。

■
問
合
先　

奈
良
県
防
衛
協
会
五

條
支
部
（
事
務
局
：
危
機
管
理

課
）（
内
線
３
１
４
）

２月
11日
（土）
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おしらせ・イベント
五
條
市
市
制
60
周
年
記
念
　

市
制
60
周
年
と
N
H
K
奈
良
放
送
局

開
局
80
周
年
を
記
念
し
て
、「
N
H
K
の

ど
自
慢
」
を
開
催
し
ま
す
。
明
る
く
！

楽
し
く
！
元
気
よ
く
を
テ
ー
マ
に
、
あ

な
た
の
歌
声
を
全
国
に
届
け
て
み
ま
せ

ん
か
。
出
場
お
よ
び
観
覧
を
希
望
す
る

人
は
、次
の
と
お
り
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
日
時 

５
月
21
日
（
日
） 

　

開
場
11
時　

開
演
11
時
45
分

　
（
終
演
予
定
13
時
30
分
）

▼
予
選
会　

５
月
20
日
（
土
）

　

開
会
11
時
45
分　

結
果
発
表
17

時
ご
ろ
予
定
（
当
日
発
表
）

■
会
場　

五
條
市
上
野
公
園
総
合

体
育
館
（
シ
ダ
ー
ア
リ
ー
ナ
）

■
主
催　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
奈
良
放
送
局
、

五
條
市

■
ゲ
ス
ト　

堀
内
孝
雄

　
　
　
　
　

石
原
詢
子

■
出
場　

予
選
を
通
過
し
た
20
組

■
放
送
予
定　

５
月
21
日
（
日
）

12
時
15
分
〜
13
時

※

生
放
送
（
総
合
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
第
１
・
国
際
放
送
）

630-8540
N
H
K
奈
良
放
送
局

「
N
H
K
の
ど
自
慢
」

出
場
係

郵便番号
あ
な
た
の
住
所

あ
な
た
の
氏
名

①郵便番号
②住所
③名前（ふりがな）
④年齢
⑤性別
⑥電話番号
⑦職業（学生は部
活動・サークルなども）

⑧曲目と歌手名
⑨選曲理由

※

こ
の
面
は
何
も
書
か
な

い
で
く
だ
さ
い
。（
選

出
結
果
を
印
刷
し
て
返

送
し
ま
す
）

（
住
所
不
要
） 

■
観
覧
申
込

　
「
郵
便
往
復
は
が
き
（
私
製
を
除

く
）」
に
次
の
よ
う
に
記
入
し
て

申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
募
集
開
始　

２
月
１
日（
水
）

■
締
切　

４
月
24
日
（
月
）
必
着

※

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
の
う
え
、

入
場
整
理
券
（
１
枚
で
２
人
入
場

可
）
を
４
月
28
日
（
金
）
ご
ろ
に

発
送
し
ま
す
。

※

入
場
無
料

※

予
選
会
は
入
場
自
由
で
す
。（
た

だ
し
、
満
席
の
場
合
は
入
場
制
限

を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）       

※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

等
で
の
転
売
を
目
的
と
し
た
申
込

み
は
固
く
断
り
ま
す
。
な
お
、
売

買
を
目
的
と
し
た
申
込
み
で
あ
る

と
判
明
し
た
場
合
に
は
、
抽
選
対

象
外
と
し
ま
す
。

※

応
募
の
際
の
情
報
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
で

は
選
出
・
抽
選
結
果
の
連
絡
の
ほ

か
、
受
信
料
の
お
願
い
に
使
用
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

返信用表

往信用表 ■
出
場
申
込

　
「
郵
便
往
復
は
が
き
（
私
製
を
除

く
）」
に
次
の
よ
う
に
記
入
し
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
募
集
人
数　

２
５
０
組

■
募
集
開
始　

２
月
１
日（
水
）

■
締
切　

３
月
31
日
（
金
）
必
着

※

応
募
多
数
の
場
合
は
、
選
出
の
上
、

案
内
を
４
月
28
日
（
金
）
ご
ろ
に

発
送
し
ま
す
。

637-8501

五
條
市
役
所

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」

観
覧
係

郵便番号
あ
な
た
の
住
所

あ
な
た
の
氏
名

①郵便番号
②住所
③名前
⑥電話番号

※

こ
の
面
は
何
も
書
か
な

い
で
く
だ
さ
い
。（
抽

選
結
果
を
印
刷
し
て
返

送
し
ま
す
）

五
條
市
本
町
１
丁
目

１
番
１
号

返信用表往信用表
■
問
合
先

▼
Ｎ
Ｈ
Ｋ
奈
良
放
送
局

☎
０
７
４
２
・
２
６
・
３
４
１
１

※

土
日
祝
除
く
９
時
30
分
〜
18
時

▼
企
画
政
策
課

（
内
線
２
０
８
）

※

土
日
祝
除
く　

９
時
〜
17
時

※

中
学
生
以
上
で
、
原
則
と
し
て
ア

マ
チ
ュ
ア
の
人
が
対
象
で
す
。（
中

学
生
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で

す
。
保
護
者
の
名
前
と
電
話
番
号

も
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。）

※

応
募
は
１
人
（
組
）
１
通
に
限
り

ま
す
。

※

グ
ル
ー
プ
で
申
込
み
の
場
合
は
、

全
員
の
名
前
（
ふ
り
が
な
）
と
年

齢
・
性
別
、
職
業
を
明
記
の
う
え
、

代
表
者
が
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

応
募
後
の
曲
目
・
出
場
者
の
変
更

は
で
き
ま
せ
ん
。

※

記
入
に
不
備
が
あ
っ
た
場
合
は
無

効
に
な
り
ま
す
。
紙
・
シ
ー
ル
等

の
貼
り
付
け
、
修
正
液
の
使
用
は

禁
止
し
ま
す
。

り
ま
す
。
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映 像 フェスタ
20172017

　五條市の魅力を映像で発信するイベント、五條映像フェスタ
2017 を開催します。

3/18 
（土）

13時～
（12時30分開場）

河瀨 直美 監督（五條市観光大使）

（映画出演者がゲスト登場予定）
水本      実 東吉野村長

太田 好紀 五條市長

②映画「東の狼」上映
カルロス・Ｍ・キンテラ監督作品  90 分
出演：藤 竜也、大西信満、小堀正博 ほか

①五條市観光ＰＶ上映
場所 市民会館
■申込方法　往復ハガキで次のとおり申し込んでください。

637-8501

■募集人数　先着380人

※定員になりしだい市ホームページでお知らせします。

※返信ハガキが入場券になります。会場に持参してください。

■申込・問合先　五條市役所企業観光戦略課（内線210）

五
條
市
本
町
１‐

１‐

１

五
條
市
役
所

企
業
観
光
戦
略
課

「
映
像
フ
ェ
ス
タ
」
係

※

こ
の
面
は

　

何
も
書
か
な
い
で

　

く
だ
さ
い
。

郵便番号
あ
な
た
の
住
所

あ
な
た
の
氏
名

①あなたの住所
②あなたの氏名
③日中連絡が
　つく電話番号

往信面 返信面

※入場無料。完全予約制です。

③トークショー

二
見
漁
港
魚
市
線

　

開
催
し
ま
す
!!

今
年
も
や
り
ま
す
！

　

明
治
時
代
、
奈
良
県
南
部
の
物
流

拠
点
だ
っ
た
二
見
地
区
を
活
性
化
さ

せ
、
当
時
の
活
気
を
取
り
戻
そ
う
と

「
二
見
漁
港
魚
市
線
」を
開
催
し
ま
す
。

　

和
歌
山
県
や
高
知
県
か
ら
取
り
寄

せ
た
新
鮮
な
魚
介
類
の
販
売
や
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

３
月
12
日
（
日
）

　

９
時
〜
15
時

■
場
所　

吉
野
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
周
辺

■
問
合
先　

二
見
漁
港
魚
市
線
実
行

委
員
会
事
務
局
（
企
業
観
光
戦
略

課
内
）

　
（
内
線
２
３
５
）

五條市

3/12
（日）

2017

NARAtive2016
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おしらせ・イベント

　

恒
例
の
ひ
な
人
形
の
展
示
を
お
こ
な
い

ま
す
。た
く
さ
ん
の
ひ
な
人
形
が
飾
ら
れ

た
資
料
館
で
、季
節
の
行
事
を
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
。

■
会
期　

２
月
４
日（
土
）

　

〜
４
月
２
日（
日
）

■
会
場　

賀
名
生
の
里
歴
史
民
俗
資
料
館

※

お
ひ
な
様
展
の
見
学
は
無
料

■
問
合
先　
賀
名
生
の
里
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
３
２
・
９
０
１
０

篠
原
信
一
さ
ん
に
会
え
る

　

柔
道
イ
ベ
ン
ト
!!

五
條
市
上
野
公
園
総
合
体
育
館
（
シ
ダ
ー
ア
リ
ー
ナ
）
竣
工
記
念

　

シ
ド
ニ
ー
五
輪
男
子
柔
道
１
０
０
キ
ロ
超
級
銀

メ
ダ
リ
ス
ト
の
篠
原
信
一
さ
ん
を
招
き
、
講
演
と

柔
道
教
室
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
講
演
・

教
室
の
観
覧
は
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
気
軽
に
来

場
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
程　

２
月
26
日
（
日
）

　

▼
12
時
30
分
〜　

開
会
式

　

▼
12
時
45
分
〜　

講
演
（
申
込
不
要
・
無
料
）

　
　

篠
原
信
一
さ
ん
が
柔
道
の
魅
力
に
つ
い
て

　
　

講
演
し
ま
す
。

　

▼
柔
道
教
室
（
一
般
申
込
な
し
）

　
　

（
15
時
40
分
終
了
予
定
）

■
会
場　

五
條
市
上
野
公
園
総
合
体
育
館

　
　
　
　

（
シ
ダ
ー
ア
リ
ー
ナ
）

※

講
演
・
柔
道
教
室
と
も
に
、
観
覧
は
２
階
観
覧

席
と
な
り
ま
す
。

　

平
安
時
代
の
貴
族
の
遊
び
で
、ひ
な

飾
り
に
も
使
わ
れ
る
貝
合
わ
せ
。ひ
な

祭
り
に
合
わ
せ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
貝

合
わ
せ
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

２
月
26
日（
日
）

　

13
時
30
分
〜
15
時

■
対
象
者　

小
学
生
以
上

※

小
学
生
は
保
護
者
同
伴

■
定
員　

20
人

■
参
加
費　

５
０
０
円

■
申
込
方
法　
事
前
に
電
話
か
メ
ー
ル

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

賀
名
生
の
里
歴

史
民
俗
資
料
館

☎
３
２
・
９
０
１
０

メ
ー
ルanounosato-m

useum
@kcn.jp

※

毎
週
月
曜
日
休
館

賀
名
生
の
里
歴
史
民
俗
資
料
館

ひ
な
祭
り
企
画

西
吉
野
の
お
ひ
な
様
展

このような「貝合わせ」
を作ります。

貝
合
わ
せ
の

　

お
ひ
な
様
を
作
ろ
う

　

市
内
に
残
る
江
戸
時
代
か
ら
明
治

時
代
に
か
け
て
の
絵
図
な
ど
約
20
点

を
展
示
し
、土
地
利
用
・
景
観
の
変

遷
を
た
ど
り
ま
す
。

■
会
期　

２
月
18
日（
土
）

　

〜
３
月
26
日（
日
）

※

２
月
20
日
、27
日
、

　

３
月
６
日
、13
日
、21
日
は
休
館

■
会
場　

五
條
文
化
博
物
館

■
入
館
料
金　

一
般
３
０
０
円
、高

校
生
・
大
学
生
２
０
０
円

※

中
学
生
以
下
無
料

■
学
芸
員
の
展
示
解
説　

２
月
25
日

（
土
）と
３
月
11
日（
土
）の
14
時
か

ら（
１
時
間
程
度
）。開
始
時
刻
ま

で
に
来
館
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

五
條
文
化
博
物
館

☎
２
４
・
２
０
１
１

五
條
文
化
博
物
館
春
季
企
画
展

「
五
條
の
絵
図
を
よ
む
」

　

を
開
催
し
ま
す

絵図については裏表紙の「五條の歴
史を探る」を参照してください。

　

五
條
文
化
博
物
館
は
施
設
・
設
備
の
改

修
、常
設
展
示
の
充
実
な
ど
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
の
た
め
、４
月
１
日
か
ら
１
年
間
休
館

し
ま
す
。

　

な
お
、文
化
財
課
文
化
財
保
存
係
の
業

務
は
、休
館
中
も
こ
れ
ま
で
ど
お
り
博
物

館
で
行
い
、寄
託
資
料
な
ど
も
適
切
に
保

管
し
ま
す
。

■
問
合
先　

五
條
文
化
博
物
館

☎
２
４
・
２
０
１
１

五
條
文
化
博
物
館　

　

休
館
の
お
し
ら
せ

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
ね
が
い
し
ま
す

あ
の
う
体
験
塾

■主催　五條市
　　　　五條市教育委員会
■主管　柔哲会
■後援　奈良県柔道連盟
■問合先　生涯学習課
（内線８１２・８２２）
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３/４
（土）

３/５
（日）

国
土
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
五
條

〜
全
国
未
成
線
サ
ミ
ッ
ト
〜
開
催

　

全
国
初
の
試
み
と
し
て
、
未
成
線
（
構
想
や
計
画
、
ま
た
は
建
設
の
段

階
で
中
止
さ
れ
、
実
現
し
な
か
っ
た
鉄
道
路
線
）
利
活
用
を
計
画
・
実
施

し
て
い
る
団
体
が
一
堂
に
会
し
て
情
報
交
換
を
行
い
、
情
報
発
信
や
活
用

を
考
え
る
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
。

 

『
木
レ
ー
ル
イ
ベ
ン
ト
』

　

約
１
０
０
０
ｍ
の
木
の
レ
ー

ル
で
、
お
も
ち
ゃ
の
車
両
（
プ

ラ
レ
ー
ル
）
を
走
ら
せ
て
み
ま

せ
ん
か
。
５
イ
ン
チ
列
車
の
無

料
乗
車
体
験
の
ほ
か
、
模
擬
店

も
出
店
し
ま
す
。

■
日
時　

３
月
５
日
（
日
）

　

11
時
〜
15
時
（
申
込
不
要
）

■
場
所　

五
新
線
城
戸
駅
周
辺

■
そ
の
他　

車
で
来
場
す
る
人

は
、
西
吉
野
き
す
み
広
場
（
西

吉
野
町
川
岸
）
が
駐
車
場
に

な
り
ま
す
。（
会
場
ま
で
送
迎

バ
ス
が
運
行
し
ま
す
。）　

『
全
国
未
成
線
サ
ミ
ッ
ト
』

■
日
時　

３
月
４
日
（
土
）

　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

■
場
所　

西
吉
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー（
西
吉
野
町
十
日
市
）

■
内
容　

未
成
線
活
用
に
関
す
る

講
演
と
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン

■
基
調
講
演　

奈
良
先
端
科
学
技

術
大
学
院
大
学　

名
誉
教
授　

新
名
惇
彦 

氏

■
申
込
・
問
合
先　

西
吉
野
支

所
地
域
振
興
課

☎
３
３
・
０
３
０
１

第
11
回

　

五
條
市
西
吉
野

　
　

ふ
れ
あ
い
文
化
祭

　

展
示
や
発
表
、
模
擬
店
な
ど
も

楽
し
め
ま
す
。
ぜ
ひ
来
場
し
て
く

だ
さ
い
。

■
日
時　

２
月
18
日
（
土
）・

　

19
日
（
日
）

■
場
所　

西
吉
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
・
白
銀
南
公
民
館

▼
18
日
（
土
）
12
時
55
分
〜

　

カ
ラ
オ
ケ
発
表

▼
19
日
（
日
）
９
時
30
分
〜

　

各
舞
台
発
表
・
囲
碁
・
模
擬
店
・

　

お
茶
席　

▼
両
日
９
時
〜　

生
け
花
・
書
道
・

俳
句
・
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
・
写
真
・
町
内
の
幼
稚
園
、

小
・
中
学
校
、
高
校
の
生
徒
の

作
品
展
示

■
問
合
先　

五
條
市
西
吉
野
ふ
れ

あ
い
文
化
祭
実
行
委
員
会
事
務

局（
西
吉
野
支
所
住
民
厚
生
課
内
）

☎
３
３
・
０
３
０
１

２/18
（土）

２/19
（日）

12/18
約
１
７
０
人
が
力
走

第
34
回

吉
野
川
師
走
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

吉
野
川
河
川
敷
で
開
催
さ
れ
た

標
記
大
会
の
、
市
内
在
住
の
上
位

入
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

▼
男
子
５
ｋ
ｍ

　
（
30
代
）
１
位　

柴
田 

和
紀

　
（
30
代
）
２
位　

平
岡 

勇
貴

　
（
40
代
）
３
位　

吉
田 

全
完

　
（
80
代
）
１
位　

阪
ノ
上 

豊

▼
男
子
2.5
ｋ
ｍ

　
（
小
学
１
年
）
１
位　

辰
己 

彰
斗

　
　
　
　
　
　

  

２
位　

土
井 

蒼
介

　
（
小
学
２
年
）
１
位　

森　

友
星

　
　
　
　
　
　

  

２
位　

川
井　

駿

　
　
　
　
　
　

  

３
位　

平
岡 

湊
斗

　
（
小
学
３
年
）
１
位　

辰
己  

亜
斗
夢

　
　
　
　
　
　

  

２
位　

本
田 

理
斗

　
　
　
　
　
　

  

３
位　

横
谷 

晋
誠

　
（
小
学
４
年
）
１
位　

小
川 

大
祐

　
（
小
学
５
年
）
１
位　

川
嶋 

望
叶

　
　
　
　
　
　

  

２
位　

西
尾 

佳
也

　
（
小
学
６
年
）
２
位　

中
谷 

朋
弥

▼
女
子
2.5
ｋ
ｍ

　
（
小
学
１
年
）
３
位　

小
西 

礼
菜

　
（
小
学
２
年
）
１
位　

土
井 

実
咲

　
　
　
　
　
　

  

２
位　

岡
森 

羽
奏

　
（
小
学
３
年
）
２
位　

西
尾　

梓

　
（
小
学
４
年
）
１
位　

花
坂 

陽
葵

　
（
小
学
５
年
）
１
位　

阪
本 

理
澄

　
　
　
　
　
　

  

２
位　

椋
本 

真
心

　
（
小
学
６
年
）
１
位　

今
西 

美
咲

▼
８
０
０
ｍ
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
　
　
　
　
　

  

１
位　

竹
下 

祐
生

　
　
　
　
　
　

  

２
位　

曽
我　

善

　
　
　
　
　
　

  

３
位　

市
平 

智
也

■
参
加
団
体　
「
五
新
線
」（
五
條

市
）、「
今
福
線
」（
島
根
県
）、「
佐

久
間
線
」（
静
岡
県
）、「
岩
日

北
線
」（
山
口
県
）、「
油
須
原
線
」

（
福
岡
県
）、「
高
千
穂
線
」（
宮

崎
県
）

■
申
込
方
法　

参
加
を
希
望
す
る

人
は
、
電
話
で
①
氏
名
②
住
所

③
連
絡
先
④
参
加
人
数
を
伝
え
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

車
で
来
場
す
る
人
は
、

西
吉
野
き
す
み
広
場
（
西
吉
野

町
川
岸
）
が
駐
車
場
に
な
り
ま

す
。（
会
場
ま
で
送
迎
バ
ス
が

運
行
し
ま
す
。）
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広
報
五
條
有
料
広
告
枠

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
は

広
告
代
理
店 

㈱
ホ
ー
プ
ま
で

☎
０
９
２
・
７
１
６
・
１
４
０
４

講　

座

花
咲
寮
用
物
資
納
入
業
者
の

登
録
募
集

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
花
咲
寮
で

は
、
平
成
29
年
度
か
ら
平
成
31
年

度
ま
で
の
物
資
の
納
入
業
者
を
募

集
し
ま
す
。

■
受
付
期
間　

２
月
６
日
（
月
）

〜
２
月
17
日
（
金
）

　

９
時
〜
17
時
（
平
日
に
限
る
）

■
対
象　

給
食
材
料
、
仕
出
し
弁

当
類
、
介
護
用
品
、
日
用
品
お

よ
び
衣
類
等
を
取
り
扱
う
市
内

の
業
者
に
限
る
。

■
登
録
有
効
期
間　

平
成
29
年
度

〜
31
年
度

■
提
出
書
類　

①
花
咲
寮
用
物
資
納
入
業
者
登
録

申
請

②
市
税
の
完
納
証
明
書
（
非
課
税

の
場
合
は
非
課
税
証
明
書
）

③
食
品
衛
生
法
に
基
づ
く
営
業
許

可
書
（
写
し
）

④
食
品
衛
生
監
視
票

⑤
営
業
所
、
製
造
所
お
よ
び
倉
庫

の
所
在
地
見
取
図

※

③
・
④
は
食
品
関
係
業
者
の
み
。

※

申
請
書
は
花
咲
寮
窓
口
で
配
布

し
ま
す
。

※

申
請
は
持
参
に
限
り
ま
す
。

■
申
請
・
問
合
先　

花
咲
寮

☎
２
２
・
２
９
３
９

（

窪
町
１
４
８
０
番
地
）

は
た
ら
く
学
習
会

　

参
加
者
募
集

　

障
が
い
が
あ
っ
て
も
働
き
た
い

と
考
え
て
い
る
皆
さ
ん
に
『
は
た

ら
く
こ
と
に
つ
い
て
〜
先
輩
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜
』
と
い
う
テ
ー

マ
で
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

２
月
25
日
（
土
）

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　
（
受
付
13
時
〜
）

■
場
所　

大
淀
町
文
化
会
館
（
あ

ら
か
し
ホ
ー
ル
）（
大
淀
町
桧

垣
本
２
０
９
０
番
地
）

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
・
問
合
先　

五
條
・
吉
野

自
立
支
援
協
議
会
事
務
局　

Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
吉
野
コ
ス
モ
ス
会　

生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
の
ど
か

☎
・
FAX
０
７
４
７
・
５
３
・
２
１
５
３

吉
野
川
・
紀
の
川
流
域
協
議

会
主
催
「
源
流
体
験
会
」

参
加
者
募
集

　

川
上
村
、
紀
の
川
（
吉
野
川
）

の
源
流
を
訪
ね
、
水
環
境
に
つ
い

て
考
え
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

３
月
18
日
（
土
）

　

10
時
現
地
集
合

■
場
所　

森
と
水
の
源
流
館

　
（
川
上
村
宮
の
平
）

■
定
員　

50
人
（
抽
選
）　

■
申
込
締
切　

２
月
22
日
（
水
）

■
申
込
方
法　

①
氏
名
②
住
所
③

連
絡
先
を
伝
え
、
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

■
持
ち
物　

昼
食
・
飲
み
物

■
申
込
・
問
合
先　

公
園
緑
地
課

　
（
内
線
４
７
１
）　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

２
４
・
４
６
１
１

ア
ー
ト
講
座

ア
ー
テ
ィ
フ
ィ
シ
ャ
ル
フ
ラ

ワ
ー
参
加
者
募
集

　

畳
の
ヘ
リ
を
使
っ
た
洋
風
お

雛
様
リ
ー
ス
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

２
月
19
日
（
日
）

　

９
時
〜
10
時 

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

25
人
（
市
内
に
在
住
ま

た
は
勤
務
す
る
成
人
）

■
指
導
者　

花
工
房
サ
ー
ク
ル
所

属
フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

■
参
加
費　

１
０
０
０
円
（
材
料

費
）

■
申
込
方
法　

２
月
10
日
（
金
）

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物　

作
品
を
持
ち
帰
る
た

め
の
袋

■
そ
の
他　

託
児
あ
り（
要
予
約
・

無
料
）※

２
歳
以
上
就
学
前
の

幼
児

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１

（
火
曜
日
・
祝
日
休
館
）

募　

集

募　

集

募　

集
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おしらせ・イベント

広
報
五
條
有
料
広
告
枠

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
は

結
な
ど
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
予

定
日
の
設
定
を
行
い
ま
せ
ん
。
希

望
者
は
直
接
業
者
に
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

　

㈱
ダ
イ
ワ
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
０
７
４
５
・
５
２
・
３
３
７
２

老
人
憩
の
家　

開
放
日

　

開
放
日
は
、
送
迎
バ
ス
を
コ
ー

ス
で
運
行
し
ま
す
。
気
軽
に
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
。

※

乗
車
時
間
は
予
約
状
況
に
よ
り

調
整
し
、
後
日
連
絡
し
ま
す
。

■
日
程
表

▼
五
條
方
面　

２
月
４
日
（
土
）・ 

２
月
18
日
（
土
）・
３
月
11
日

（
土
）

▼
西
吉
野
方
面 

２
月
11
日

（
土
）・
３
月
４
日
（
土
）・
３

月
18
日
（
土
）

※

カ
ン
タ
ン
手
織
り
（
材
料
費
必

要
）・
ヘ
ル
ス
ト
ロ
ン
・
マ
ッ

サ
ー
ジ
機
・
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
が

無
料
で
楽
し
め
ま
す
。

※

送
迎
バ
ス
の
利
用
は
２
日
前

（
休
館
日
の
場
合
は
そ
の
前
日
）

作
品
持
ち
帰
り
用
袋
・
ス
コ

ッ
プ
・
古
新
聞

■
そ
の
他　

託
児
あ
り
（
要
予

約
・
無
料
）※

２
歳
以
上
就
学

前
の
幼
児

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１

平
成
28
年
度
県
民
講
座

「
女
性
の
た
め
の
健
康
講
座
」

参
加
者
募
集

■
日
時　

３
月
４
日
（
土
）

　

14
時
〜
16
時

■
場
所　

学
園
前
ホ
ー
ル

　
（
奈
良
市
学
園
前
３
丁
目
１
番
５
号
）

■
内
容　

産
婦
人
科
医
師
に
よ
る

講
演

■
参
加
費　

無
料（
約
３
０
０
人
）

■
申
込
・
問
合
先　

奈
良
県
婦
人

科
医
会

☎
０
７
４
４
・
２
２
・
８
５
０
２

〈
大
塔
地
区
〉

し
尿
く
み
取
り
の
お
知
ら
せ

　

２
月
の
く
み
取
り
に
つ
い
て
は
、

冬
場
の
た
め
道
路
へ
の
積
雪
や
凍

前
の
幼
児

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民

館
☎
２
４
・
２
０
０
１

（
火
曜
日
・
祝
日
休
館
）

ア
ー
ト
講
座

　

コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン

　

暖
か
な
春
色
の
コ
ン
テ
ナ
ガ

ー
デ
ン
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

３
月
13
日
（
月
）

　

10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

先
着
25
人
（
市
内
に

在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
成
人
）

■
指
導
者　

青
木
恵
子
先
生
（
ガ

ー
デ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

■
参
加
費　

２
３
０
０
円
（
材

料
費
２
０
０
０
円
・
利
用
団

体
連
絡
協
議
会
会
費
３
０
０

円
）

※

今
年
度
ア
ー
ト
講
座
に
参
加

し
た
人
は
材
料
費
の
み
で
参

加
で
き
ま
す
。

■
申
込
方
法　

２
月
15
日
（
水
）

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物　

軍
手
・
筆
記
用
具
・

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ッ
キ
ン
グ

　

参
加
者
募
集

　

本
場
の
台
湾
家
庭
料
理
（
鯛

の
あ
ん
か
け
・
海
鮮
中
華
丼
）

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

３
月
５
日
（
日
）

　

９
時
30
分
〜
正
午

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

先
着
20
人
（
市
内
に

在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
成
人
）

■
参
加
費　

１
４
０
０
円
（
材

料
費
１
１
０
０
円
・
利
用
団

体
連
絡
協
議
会
費
３
０
０
円
）

※

今
年
度
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ッ
キ

ン
グ
に
参
加
し
た
人
は
材
料

費
の
み
で
参
加
で
き
ま
す
。

■
指
導
者　

阿
部
彩
珠
先
生

　
（
台
湾
出
身
の
料
理
上
手
主
婦
）

■
申
込
方
法　

２
月
23
日
（
木
）

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角

き
ん
・
筆
記
用
具
、
持
ち
帰

り
用
の
タ
ッ
パ
ウ
ェ
ア

■
そ
の
他　

託
児
あ
り
（
要
予

約
・
無
料
）※

２
歳
以
上
就
学

講　

座

～嘱託職員　介護支援専門員募集～

講　

座

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

講　

座
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おしらせ・イベント

し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

２
月
18
日
（
土
）

　

13
時
〜
16
時

※

講
演
会
は
13
時
〜
14
時
30
分

　
（
先
着
50
人
）

■
場
所　

橿
原
文
化
会
館

　
（
橿
原
市 

北
八
木
町
３
丁
目
65-

５
）

■
講
師　

奈
良
地
方
法
務
局
首
席

登
記
官　

奥
村
伸
吾

■
演
題　

相
続
登
記
は
お
す
み
で

す
か
？
（
争
続
か
ら
相
続
へ
）

■
相
談
担
当
者　

奈
良
県
司
法
書

士
会
会
員

※

相
談
会
は
予
約
が
必
要
で
す
。

事
前
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

■
予
約
・
問
合
先　

奈
良
県
司
法

書
士
会

☎
０
７
４
２
・
２
２
・
６
６
７
７

時
〜
16
時

■
持
ち
物　

年
金
手
帳
・
年
金
証

書
、
本
人
確
認
で
き
る
物
（
運

転
免
許
証
等
）
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

※

相
談
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

　

早
め
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※

相
談
や
手
続
き
内
容
に
よ
っ
て
必

要
書
類
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
予
約
・
問
合
先　

大
和
高
田
年

金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

２
月
は
「
相
続
登
記
は
お
す

み
で
す
か
？
」
月
間
で
す
。

　

奈
良
地
方
法
務
局
・
奈
良
県
司

法
書
士
会
が
、
相
続
登
記
に
関
す

る
講
演
会
お
よ
び
相
談
会
を
開
催

ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。
予

約
の
際
は
①
名
前
②
電
話
番
号

③
乗
車
場
所（
最
寄
の
バ
ス
停
）

を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
開
館
時
間　

９
時
〜
17
時

※

カ
ラ
オ
ケ
は
10
時
〜
15
時

■
対
象
者　

60
歳
以
上
の
人

■
申
込
・
問
合
先　

老
人
憩
の
家

☎
２
３
・
０
４
３
１
（
水
曜
休
館
）

年
金
相
談
の
お
知
ら
せ

　

日
本
年
金
機
構
が
年
金
出
張
相

談
を
、
月
１
回
五
條
市
で
開
催
し

て
い
ま
す
。
気
軽
に
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

■
開
催
日　

毎
月
第
２
木
曜
日

　
（※

２
月
は
９
日
）

■
受
付
場
所　

市
民
課
年
金
係

■
相
談
時
間　

10
時
〜
正
午
、
13

■問合先
人権施策課　☎２５・１１３７

相　

談

広
告
代
理
店 

㈱
ホ
ー
プ
ま
で

☎
０
９
２
・
７
１
６
・
１
４
０
４

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

　
　
　
　
（
敬
称
略
）

《
善
意
銀
行
》

▼
五
條
市
ス
カ
ウ
ト
育
成
協
議
会

▼
石
田
順
子
（
小
和
町
）

《
福
祉
基
金
》

▼
高
野
山
真
言
宗
内
吉
野
宗
務
支
所

市
民
の
善
意

～嘱託職員　介護支援専門員募集～～嘱託職員　介護支援専門員募集～

■問合先　地域包括支援センター　（内線３０９)

介護支援専門員（ｹｱﾏﾈｰｼﾞｬｰ）を募集しています。
詳しくは、下記まで問合せてください。

～嘱託職員　介護支援専門員募集～

相　

談
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「五條の歴史を探る」では、五條の歴史・文化を今に伝える資料とそのゆかりの地を紹介します。

ま
と
め
て
い
ま
す
。
こ
の
文
書
を
よ
む
と

下
之
村
の
土
地
を
所
有
し
て
い
る
人
は
下

之
村
の
人
が
一
六
人
、
下
之
村
の
近
隣
の

二
見
村
や

窪
村
、
五
條
村
な
ど
の
人
々

二
一
人
所
有
し
て
い
ま
し
た
。
他
村
の
人

の
方
が
多
く
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
所
持

高
を
み
る
と
下
之
村
の
人
の
方
が
多
く

持
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
文
書
は
先
の
絵

図
と
は
少
し
年
代
が
ず
れ
て
い
ま
す
が
、

記
さ
れ
て
い
る
字
名
を
つ
き
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
誰
が
ど
こ
に
土
地
を
持
っ
て
い
た

の
か
あ
る
程
度
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
四
回
に
わ
た
っ
て
昔
の
五
條

市
域
が
描
か
れ
た
絵
図
を
紹
介
し
て
き
ま

し
た
。
博
物
館
で
は
紹
介
し
て
き
た
絵
図

を
中
心
と
し
て
「
五
條
の
絵
図
を
よ
む
」

と
題
し
た
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。
実
際

の
絵
図
は
鮮
や
か
で
、
大
変
大
き
く
迫
力

の
あ
る
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
（
お
わ
り
）

文
化
財
課
学
芸
員　

山
崎
竜
洋

で
す
。
そ
し
て
、
村
内
に
は
血
管
の
よ
う

に
道
や
水
路
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
上
方
（
北
）
の
溜
池
の
よ
う

に
、
村
外
で
あ
っ
て
も
下
之
村
に
関
係
す

る
場
所
は
描
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
絵
図
を
見
る
と
、
約
一
五
〇
年
前

の
下
之
村
は
一
面
に
田
地
が
広
が
っ
て
い

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
東
部
に
は
現
在
、

五
條
中
学
校
な
ど
の
教
育
施
設
や
住
宅
が

建
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
場
所
も
も
と
も

と
は
田
地
で
し
た
。
集
落
は
村
の
西
部
を

流
れ
る
寿
命
川
沿
い
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
村
内
を
通
る
道
は
赤
色
で
記
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
道
は
現
在
も
ほ
ぼ

残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
下
之
村
の

絵
図
か
ら
は
、
現
在
と
同
じ
姿
と
違
っ
た

姿
の
両
方
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
絵
図
と
一
緒
に
残
さ
れ
た

文
書
の
中
に
は
、
あ
る
程
度
絵
図
と
対
照

で
き
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
写
真
②
の

「
畝
高
名
寄
帳
」
と
題
さ
れ
た
文
書
が
そ

れ
で
す
。
こ
の
文
書
は
天
保
一
一
（
一
八

四
〇
）
年
時
点
で
の
下
之
村
の
土
地
を
所

有
者
ご
と
に
記
し
た
も
の
で
、
誰
が
ど
れ

く
ら
い
の
土
地
を
所
有
し
て
い
た
の
か
を

　

こ
れ
ま
で
は
碁
盤
絵
図
と
題
さ
れ
た
絵

図
を
み
て
き
ま
し
た
が
、
異
な
る
絵
図
も

多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
後
は
碁
盤
絵

図
で
は
な
い
絵
図
を
紹
介
し
ま
す
。

　

写
真
①
は
下
之
村
を
描
い
た
絵
図
で
す
。

年
代
は
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
お
そ
ら

く
明
治
時
代
初
め
頃
の
下
之
村
を
描
い
た

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
絵
図
を
見
る
と
、

土
地
一
筆
ご
と
に
地
番
・
字
名
・
面
積
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
絵
図
も
碁
盤
絵

図
同
様
に
地
目
別
に
色
分
け
さ
れ
て
お
り
、

黄
色
で
彩
ら
れ
て
い
る
場
所
は
田
、
白
い

ま
ま
の
場
所
は
人
が
居
住
し
て
い
た
屋
敷
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五
條
の

市

の

動

き

市

の

動

き

人
口
３
１
，
９
１
１
人　
　

男
１
５
，
１
７
３
人　
　

女
１
６
，
７
３
８
人　
　

世
帯
数
１
３
，
６
４
０

　
　

（
▲
５
４
）　
　
　
　
　
　
　

（
▲
２
９
）　
　
　
　
　
　
　

 

（
▲
２
５
）　
　
　
　
　
　

  　

（
▲
１
２
）

（
12
月
31
日
現
在
）　

（　

）
内
の
数
字
は
前
月
比
・
▲
は
減
少

描
か
れ
た
五
條
の
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
そ
の
4
～

第102回

五
條
の

を

歴
史を

歴
史
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３

４
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７
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14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火
出
生　

９
件　

死
亡
４
６
件

転
入
２
６
件　

転
出
３
８
件

「五條の歴史を探る」では、五條の歴史 文化を今に伝える資料とそのゆかりの地を紹介します。

編集 市⻑公室企画政策課

転
入
２
６
件

転
出
３
８
件

・ごみ量 377.3㌧
・目標値 382.6㌧

11月結果発表！

5.3㌧
削減！

２月の目標 
  341.5㌧!200

トン減

めざせ年間

各家庭で紙類、プラスチック容器包装類をしっかり分別し、ごみを減量化しましょう！

2
ト

めざ

各家庭で

燃えるごみ
減量チャレンジ！

写真① 下之町を描いた絵図

写真② 「畝高名寄帳」

せ
た
か
な
よ
せ
ち
ょ
う

みんなとつながる
こうほうごじょう

る
う 広報五條広報五條広報五條

五條市結婚相談所

時間　13時～16時

場所　福祉センター

問合　児童福祉課

　　　（内線366）

五條市結婚相談所

時間　13時～16時

場所　福祉センター

問合　児童福祉課(内線366)

心の悩み

臨床心理士による
こころの健康相談（要予約）
時間　①13時～13時45分

　　　②14時15分～15時

　　　③15時30分～16時15分

場所　カルム五條

予約　カルム五條（内線290）

悪質商法や多重債務など

消費生活・多重債務相談
時間　10時～15時

場所　第２分庁舎３階

２ 月 市 民 ご よ み

毎 週
月・木

人権を確かめあう日２/11
（土・祝）

２/18
（土）

２/23
（木）

15（月）心の悩み

臨床心理士による
こころの健康相談（要予約）
時間　①13時～13時45分

　　　②14時15分～15時

　　　③15時30分～16時15分

場所　カルム五條

予約　カルム五條（内線290）

２/８
（水）

２/22
（水）

健康管理、肥満や禁煙など

保健師による健康相談
場所　カルム五條

予約　カルム五條（内線290）

２/22
（水）

い
ま
す

（
お
わ
り
）

化
財
課
学
芸
員

山
崎
竜
洋

24

25

26

27

28

金

土

日

月

火

燃える
減量チ

消費生活・多重債務相談
時間 10時～15時

場所場所　第２第 分庁分庁舎３舎 階階

月・木

年金事務所の

出張年金相談（要予約）
時間　10時～正午

　　　13時～16時

受付　市民課年金係

予約　大和高田年金事務所

☎０７４５・２２・３５３１

２/９
（木）

※早めに予約してください。（人数制限あり）

15（月）高齢者もの忘れ相談
場所　カルム五條

予約　地域包括支援センター

☎２５・２６４０

２/１
（水）

納税は口座振替のほか、コンビニでも
納付できます。

２月は
固定資産税
都市計画税・第 4期
国民健康保険税・第８期
納期限は２月 28日（火）まで

■問合先
▽税務課（内線２６０）
▽保険課（内線２６６）
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